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は
じ
め
に

　

本
論
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
（
あ
る
い
は
教
会
）
復
活
の
前
史
と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
、
近
世
の
肥

前
国
外
海
地
方
（
以
下
、
外
海
）
を
淵
源
と
す
る
一
八
〜
一
九
世
紀
の
平
戸
・
五
島
へ
の
移
住
（
移
住
先
で
は
「
居
付
」
あ
る
い

は
「
居
付
者
」
と
称
さ
れ
記
さ
れ
た
）
の
実
態
を
、
藩
政
文
書
（
及
び
こ
れ
に
類
す
る
文
書
）
を
用
い
て
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
を
近
世
史
固
有
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
史
的
意
義
を
論
じ
る
試
み
で
あ
る
。

　

移
住
の
理
由
に
つ
い
て
、
浦
川
和
三
郎
は
『
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
史
』
に
お
い
て
、
大
村
領
内
の
厳
格
な
宗
門
改
と
極
端
な
産
児
制

限
を
指
摘
し
た
。（

（
（

同
書
は
、
現
在
で
は
確
認
に
困
難
を
と
も
な
う
諸
資
料
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
っ
た
が
、

大
村
領
か
ら
の
移
住
者
（
居
付
者
）
を
半
ば
無
前
提
に
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
捉
え
て
い
る
。
だ
が
、
一
八
世
紀
末
を
画
期
と
し
た
外
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海
か
ら
の
移
住
者
は
、
文
書
の
上
で
は
あ
く
ま
で
大
村
領
の
「
百
姓
」
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
来
航
地
で
あ
っ
た
外
海
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
に
代
わ
り
、
浄
土
真
宗
が
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
外
海
か
ら
の
移
住
者
の
中
に
、
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
で
は
な
い
百
姓
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
理
論
的
な
想
定
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
大
村
藩
が
、
産
児
制
限
を
徹
底
し
た
事

実
は
、
藩
の
文
書
の
中
か
ら
は
検
証
で
き
な
い
。
大
村
領
外
海
の
人
口
が
増
大
す
る
状
況
下
に
お
い
て
、
大
村
藩
が
分
家
抑
制
策
を

展
開
し
、
同
じ
時
期
、
五
島
福
江
藩
と
の
間
で
百
姓
移
住
協
定
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
多
数
の
移
住
が
誘

発
さ
れ
た
と
い
う
、
社
会
経
済
史
的
な
背
景
と
要
因
を
、
ま
ず
は
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
中
島
功
『
五
島
編
年
史　

上
・
下
』（

（
（

や
『
長
崎
県
史　

藩
政
編
』
の
「
五

島
藩
」（

（
（

は
、
外
海
か
ら
の
移
住
を
、
五
島
列
島
に
お
け
る
居
付
一
般
の
問
題
と
し
て
論
述
す
る
視
覚
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
基
礎
的

か
つ
網
羅
的
な
情
報
と
研
究
は
、
今
日
で
も
参
考
と
す
べ
き
点
が
多
い
。
関
係
各
自
治
体
史
に
お
い
て
は
、
大
村
領
か
ら
の
特
定
地

域
へ
の
移
住
に
つ
い
て
、
藩
政
文
書
・
行
政
文
書
を
深
く
掘
り
下
げ
、
高
い
水
準
で
研
究
・
考
察
す
る
と
い
う
方
向
性
も
見
受
け

ら
れ
た
。（

（
（

だ
が
、
複
数
の
藩
が
併
存
し
た
五
島
灘
・
角
力
灘
海
域
を
包
括
的
に
分
析
す
る
視
点
は
、
充
分
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。

藩
境
を
越
え
た
移
住
の
場
合
、
関
係
諸
藩
の
文
書
を
相
互
に
対
照
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

個
別
研
究
で
は
、
内
藤
莞
爾
が
、
青
方
文
庫
及
び
『
五
島
編
年
史
』
に
よ
り
、
近
世
期
の
居
付
者
の
動
向
と
、
そ
の
島
内
開
発
に

つ
い
て
の
意
義
を
論
じ
た
。（

（
（

木
畑
直
は
、
居
付
者
そ
の
も
の
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
た
著
作
を
著
し
て
お
り
、
数
少
な
い
特
徴
的

な
論
考
で
あ
る
。（

（
（

高
崎
惠
も
、
移
住
の
背
景
で
あ
る
福
江
藩
の
経
済
的
事
情
に
つ
い
て
丹
念
に
論
じ
た
。（

（
（

し
か
し
、
複
数
諸
藩
の
藩

政
文
書
を
複
眼
的
に
考
察
す
る
視
点
や
青
方
文
庫
中
の
関
係
文
書
の
分
析
を
よ
り
深
化
さ
せ
る
余
地
は
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
先
行
諸
研
究
に
共
通
す
る
問
題
と
し
て
、
近
世
中
後
期
の
五
島
灘
・
角
力
灘
海
域
（
海
域
図
参
照
）
を
舞
台
と

し
た
人
口
の
動
態
と
、
居
付
社
会
の
成
熟
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
、
研
究
の
視
野
か
ら
捨
象
さ
れ
、
移
住
が
も
た
ら
す
政
治
・
社
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会
・
経
済
史
的
な
意
義
の
究
明
が
、
包
括
的
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
本
論
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
念
頭

に
、
第
１
章
に
お
い
て
、
外
海
の
人
口
動
態
を
基
礎
と
し
た
移
住
を
排
出

し
た
地
域
の
特
質
及
び
こ
れ
に
対
す
る
藩
の
政
策
を
論
じ
、
移
住
が
発
生

し
た
具
体
的
な
理
由
を
考
察
す
る
。
第
２
章
で
は
、
平
戸
島
中
部
の
下
方

筋
と
そ
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
黒
島
へ
の
移
住
の
実
態
を
、
平
戸
藩
の
藩
政
文

書
か
ら
具
体
的
に
示
し
た
い
。
第
３
章
で
は
、
五
島
福
江
領
へ
の
移
住
の

実
態
に
つ
い
て
、
主
に
人
別
改
帳
を
も
と
に
、
福
江
（
福
江
島
北
東
部
）

と
日
島
（
若
松
島
北
西
部
）
の
両
地
域
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
な
お
本
論

で
は
、
藩
政
文
書
伝
来
の
問
題
か
ら
、
近
世
期
の
外
海
の
佐
賀
（
深
堀
鍋

島
）
領
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
検
討
・
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

１　

大
村
領
外
海
の
特
質

　

本
章
で
は
、
大
村
藩
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
郷
村
記
」（

（
（

・「
九
葉
実

録
」（

（
（

・「
見
聞
集
」（

（（
（

等
に
よ
り
な
が
ら
、
ま
ず
、「
郡
崩
れ
」（

（（
（

後
の
外
海
に

お
け
る
浄
土
真
宗
の
展
開
の
様
相
を
探
っ
て
み
た
い
。
続
い
て
、
外
海
の

神浦

黒島

（下
方
筋
）

頭ヶ島

日島

福江

三井楽 三重

五島灘・角力灘海域図

松島

岐宿

玉ノ浦

鯛ノ浦

野崎島

［五
島
列
島
］

［外海］

［平戸島］

浦上

大村黒崎

伊王島

平戸

福田

横瀬浦大島

久賀

生月

相神浦

平島

崎戸

宿ノ浦
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口
動
態
と
こ
れ
に
対
す
る
藩
の
政
策
を
明
ら
か
に
し
、
水
運
の
拠

点
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
五
島
灘
・
角
力
灘
海
域
に
お
け
る
外
海
が
、

平
戸
・
五
島
方
面
に
展
開
し
た
移
民
の
淵
源
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

１
・
１　

外
海
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
展
開

　
『
大
村
郷
村
記
』（
以
下
、『
郷
村
記
』）
の
記
述
を
も
と
に
、
外
海

各
村
浦
の
浄
土
真
宗
一
一
ヶ
寺
に
つ
い
て
、
寺
号
・
檀
家
数
・
創

建
年
代
・
開
祖
・
西
本
願
寺
よ
り
の
木
仏
寺
号
免
許
の
年
次
・
東

本
願
寺
よ
り
の
親
鸞
聖
人
な
ど
絵
像
免
許
の
年
次
を
表
1
に
一
覧

し
た
。
横
瀬
浦
・
福
田
浦
と
い
う
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
地
が
あ
っ

た
外
海
北
部
と
南
部
で
は
、
浄
元
（
七
ツ
釜
浦
）（

（（
（

や
宗
斎
（
福
田

村
）（

（（
（

ら
の
浄
土
真
宗
僧
侶
が
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
対
抗
し
て
布
教
活
動

を
行
っ
て
い
た
形
跡
が
看
守
さ
れ
る
。「
郡
崩
れ
」
が
起
こ
っ
た
明

暦
三
（
一
六
五
七
）
年
を
基
点
に
み
る
と
、
一
一
ヶ
寺
の
内
、
帰
命

寺
・
西
福
寺
・
光
明
寺
・
光
照
寺
・
西
光
寺
の
六
ヶ
寺
が
、
こ
れ
以

前
の
創
建
と
な
る
。
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
七
月
一
五
日
、
長
崎

奉
行
甲
斐
庄
正
述
は
、
大
村
家
の
宗
旨
で
あ
っ
た
日
蓮
宗
に
拘
泥
せ

ず
、
各
宗
派
へ
の
公
平
性
に
配
慮
し
た
藩
主
導
で
の
寺
院
建
立
を
要

表１　「郷村記」にみる外海の浄土真宗寺院

村　浦 寺　　号 檀家 創　　建 開祖 西本願寺
（木仏寺号免許）

東本願寺
（絵像等免許）

天 久 保 村 松翁山 帰命寺 876 寛永15（1638） 宗西 延宝 4 （1675） 延享 4 （1747）

七 ツ 釜 浦 道栄山 西福寺 630 寛永16（1639） 浄元 寛文元（1661） 宝暦11（1761）

瀬 戸 村 東林山 光明寺 1,034 寛永14（1637） 宗圓 延宝 3 （1675） 七世大恵の代

雪 浦 村 飯盛山 真光寺 451 万治 2 （1659） 慶雲 延宝 2 （1674） 八世潮順の代　ヵ

神 浦 村 角砥山 光照寺 965 承応 2 （1653） 教清 延宝元（1673） 安永 2 （1773）ヵ

三 重 村 栄法山 正林寺 1,104 （寛永11年以後） 道可
（道閑） 万治 3 （1658） 明和 5 （1768）

式 見 村 観海山 浄満寺 759 万治元（1658） 教年 延宝元（1673） 寛保 3 （1743）

福 田 村 法林山 西光寺 529 （慶長期） 宗斎 明暦 3 （1657） 宝暦11（1761）ヵ

崎 戸 浦 海音山 信行寺 324 元禄元（1688） 了空 記載無 享保 2 （1717）*1

江 島 村 大林山 善行寺 163 延宝 3 （1675） 了知 延宝 4 （1676） 宝暦 8 （1758）／
宝暦11（1761）

平 島 村 高龍山 浄専寺 161 （万治元年） 教心 寛文11（1671） 記載無

注）藤野保編『大村郷村記』第5巻・第6巻（国書刊行会・1982年）所収の外海各村の寺歴の記事をもとに作成。なお、
11ヶ寺は全て専念山正法寺の末寺。檀家数の合計は、6,996軒。

*1）但、この場合は寺号免許。
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請
し
た
。（

（（
（

こ
れ
を
容
れ
て
、
大
村
領
で
は
、
真
言
宗
寺
院
三
ヶ
寺
、
日
蓮
宗
寺
院
五
ヶ
寺
、
浄
土
宗
寺
院
二
ヶ
寺
、
そ
し
て
、
浄
土

真
宗
寺
院
四
ヶ
寺
の
計
一
四
ヶ
寺
の
新
規
建
立
が
進
め
ら
れ
る
。
外
海
で
は
、
江
島
の
善
行
寺
、
平
島
の
浄
専
寺
の
建
立
が
こ
れ
に

関
連
す
る
。
ま
た
、
外
海
の
浄
土
真
宗
寺
院
は
、
全
て
大
村
の
専
念
山
正
法
寺
（
当
初
、
西
本
願
寺
派
）
の
末
寺
と
な
っ
た
が
、
西

福
寺
・
帰
命
寺
の
両
寺
は
、
明
暦
三
年
以
前
よ
り
正
法
寺
の
末
寺
で
あ
り
、
残
り
九
ヶ
寺
は
、「
郡
崩
れ
」
の
後
、
正
法
寺
の
末
寺

と
な
っ
た
。（

（（
（

　

正
法
寺
の
開
祖
道
閑
（
も
と
は
肥
後
国
浪
人
林
小
七
右
衛
門
）
は
、
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
、
大
村
領
内
の
浄
土
真
宗
法
頭
と

な
る
と
、
翌
元
和
三
年
よ
り
大
村
純
頼
の
命
令
に
よ
っ
て
領
内
の
布
教
に
従
事
す
る
。
こ
の
時
、
横
瀬
浦
を
布
教
の
出
発
地
と
し
て
、

ま
ず
は
、
外
海
方
面
で
の
布
教
に
従
事
し
た
。
ま
た
、
道
閑
は
、
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
に
上
京
。
西
本
願
寺
よ
り
木
仏
寺
号
を

免
許
さ
れ
、
玖
島
に
創
建
さ
れ
て
い
た
一
寺
を
専
念
山
正
法
寺
と
称
し
た
。
そ
の
後
も
、
純
頼
の
再
度
の
命
令
に
よ
っ
て
、
領
民
教

化
の
た
め
領
内
を
巡
廻
。
寛
永
一
一
年
の
退
院
ま
で
浄
土
真
宗
末
寺
の
建
立
に
関
与
し
た
。（

（（
（

　

表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
外
海
の
浄
土
真
宗
寺
院
の
多
く
は
、
寛
文
〜
延
宝
年
間
に
か
け
て
、
西
本
願
寺
よ
り
木
仏
寺
号
免
許
を

受
け
た
。
だ
が
、
正
法
寺
が
元
禄
一
三
（
一
七
〇
〇
）
年
、
東
本
願
寺
へ
と
転
派
し
た
た
め
、
外
海
の
浄
土
真
宗
寺
院
も
、
一
八
世

紀
中
期
頃
、
東
本
願
寺
派
へ
と
転
派
し
て
い
る
。

　

安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
頃
の
外
海
の
各
浄
土
真
宗
寺
院
の
檀
家
数
を
み
る
と
、
全
体
で
六
九
九
六
軒
。
寺
別
で
は
、
三
重
村
正

林
寺
（
一
一
〇
四
軒
）
と
瀬
戸
村
光
明
寺
（
一
〇
三
四
軒
）
及
び
神
浦
村
光
照
寺
（
九
六
五
軒
）
の
檀
家
数
が
多
い
。
こ
れ
ら
を
外

海
全
体
の
竃
数
と
対
照
し
て
み
る
。『
郷
村
記
』
か
ら
得
ら
れ
る
外
海
の
総
竃
数
は
、
家
船
一
三
〇
艘
を
除
い
て
六
七
七
二
軒
な
の

で
、
浄
土
真
宗
檀
家
の
軒
数
は
、
家
船
を
加
え
て
も
、
外
海
の
全
竃
数
を
超
え
る
。
創
建
当
初
の
横
瀬
浦
か
ら
移
転
し
た
天
久
保
村

帰
命
寺
の
場
合
の
よ
う
に
、
外
海
以
外
の
村
浦
の
檀
家
を
抱
え
た
寺
院
が
存
在
し
た
こ
と
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
外
海
に
お
い



三
二

て
は
、
浄
土
真
宗
が
キ
リ
ス
ト
教
と
入
れ
代
わ
る
よ
う
に
勢
力
を
築
き
、
一
七
世
紀
中
頃
に
は
、
本
山
正
法
寺
の
末
寺
と
し
て
再
編

さ
れ
、
寺
号
の
免
許
も
相
次
ぐ
に
至
っ
た
。
大
村
藩
が
「
郡
崩
れ
」
後
に
再
構
築
し
た
宗
門
改
制
度
の
も
と
、
外
海
の
人
々
は
、
そ

の
大
多
数
が
浄
土
真
宗
の
檀
家
で
あ
っ
た
。

　

１
・
２　

外
海
の
人
口

　

浄
土
真
宗
に
お
い
て
、
間
引
が
忌
避
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
同
宗
へ
の
帰
依
が
篤
い
地
域
で
は
、
人
口
の
増
加
が
著
し
か
っ
た
こ
と

が
既
に
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

以
下
の
よ
う
に
、『
郷
村
記
』
が
記
す
幕
末
期
の
人
口
デ
ー
タ
に
は
、
か
か
る
点
が
如
実
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。
過
密
な
人
口
を
擁
し
た
外
海
の
人
々
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
点
を
、「
大
村
藩
史
」・「
大

村
藩
史
稿
」
等
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
外
海
各
村
の
概
要
に
つ
い
て
、「
大
村
藩
史
」（

（（
（

が
記
す
と
こ
ろ
は
、
概
し
て
、
外
海

は
極
め
て
人
口
が
多
く
、
こ
れ
を
養
う
田
畠
に
乏
し
い
。
よ
っ
て
、
貧
困
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
不
足
し
が
ち
な
食
料
を
得
る

た
め
、
海
難
・
溺
死
の
危
険
を
冒
し
て
日
に
数
十
里
沖
ま
で
出
漁
す
る
。
一
方
、
米
の
収
穫
量
も
少
な
い
た
め
、
芋
（
甘
藷
）
を
常

食
と
し
た
と
あ
る
。
外
海
の
家
船（

（（
（

や
神
浦
村
付
属
の
池
島
の
説
明
は
詳
し
い
。
さ
ら
に
、
外
海
の
弊
害
と
し
て
、
財
産
分
与
を
と
も

な
う
分
家
慣
行
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

　

同
種
の
記
録
「
大
村
藩
史
稿
」（

（（
（

に
よ
っ
て
も
、
外
海
の
各
村
は
、
耕
地
に
乏
し
く
、
住
民
が
貧
し
い
と
あ
る
。
各
村
の
生
業
は
、

大
き
く
農
業
（
畠
作
）
と
漁
業
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
先
の
「
大
村
藩
史
」
と
同
様
、
こ
こ
で
も
三
重
村
は

「
耶
蘇
宗
徒
」
が
集
住
し
た
村
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

　
「
大
村
藩
史
」
は
、
外
海
の
人
口
に
つ
い
て
、
概
し
て
貧
し
い
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、「
極
て
多
く
」
と
記
し
た
。
明
治
元

（
一
八
六
八
）
年
の
状
況
調
査
で
あ
る
た
め
、
幕
末
期
の
外
海
の
人
口
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
五
島
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灘
・
角
力
灘
海
域
に
お
け
る
外
海
の
人
口
問

題
は
、
後
に
検
討
す
る
移
住
の
発
生
と
展
開

に
つ
い
て
、
枢
要
な
背
景
・
条
件
と
な
っ
て

い
る
。
表
2
に
、
外
海
各
村
浦
の
人
口
と
男

女
別
の
内
訳
、
再
確
認
の
意
味
も
込
め
て
宗

派
別
の
内
訳
、
さ
ら
に
は
竃
数
な
ど
を
示
し

た
。
神
浦
村
の
五
四
六
〇
人
と
い
う
人
口
は
、

他
村
を
圧
倒
し
て
い
る
。
こ
れ
に
式
見
村
・

三
重
村
・
福
田
村
・
瀬
戸
村
な
ど
が
続
く
が
、

一
ヵ
村
単
独
で
五
〇
〇
〇
の
人
口
を
擁
す
る

村
は
、
大
村
城
下
の
九
四
七
八
人
を
別
格
と

し
て
、
川
棚
村
（
五
五
八
五
人
）・
上
波
佐

見
村
（
五
五
三
一
人
）
と
神
浦
村
の
三
ヶ
村

の
み
で
あ
る
。

　

こ
の
神
浦
村
の
人
口
を
軸
に
、
五
島
灘
・

角
力
灘
海
域
の
人
口
分
布
の
概
要
を
他
藩
の

記
録
を
参
照
し
つ
つ
示
し
て
み
た
い
。
平
戸

藩
（
六
万
三
〇
〇
〇
石
）
の
場
合
、
天
保

表２　「郷村記」にみる幕末期外海地方の人口

村　名 人　口 内　訳 宗　派　内　訳 竃　数 備　　　考男 女 浄土宗 法華宗 真言宗 浄土真宗
面 高 村 721 360 361 128 593 151
天久保村 413 202 211 413 80
黒 口 村 397 208 189 397 85
大田和村 1,191 641 577 135 1,056 224
中 浦 村 1,018 501 517 21 180 879 223
多以良村 1,210 637 573 80 1,122 228
七ツ釜浦 1,019 506 513 1,019 201
瀬 戸 村 3,931 1,917 2,014 16 20 1 3,894 679 他に家船63艘。

神 浦 村 5,460 2,728 2,732 26 106 3 5,325 1,081
寛政より五島へ500人余移住、
文政3（1820）年、97人が大
島村・黒瀬村の新地へ移住。

黒 崎 村 1,457 727 730 29 1,428 257
三 重 村 3,430 1,707 1,723 3 62 6 3,359 629
畝 刈 村 1,564 800 764 79 1 1,484 280
式 見 村 4,616 2,290 2,326 3 5 4,608 778
福 田 村 3,026 1,445 1,581 5 3,021 536
大 島 村 1,007 504 503 6 14 987 193 文政年中より、神浦村の入

植者が、両村の新地を開発。黒 瀬 村 933 454 479 15 23 895 153

蛎 浦 村 704 334 370 3 5 696 138

他に家船38艘。また家船の者、
一部が一旦黒瀬新地へ移住
するも、天保7（1836）年頃に
帰住。

崎 戸 浦 585 296 287 1 1 583 121 他に家船29艘。
松 島 村 2,007 963 1,044 183 16 1,808 397
江 島 村 757 389 368 18 1 3 735 168
平 島 村 667 338 329 20 15 632 170
小　計 36,113 17,947 18,191 297 894 42 34,934 6,772

注）藤野保編『大村郷村記』第5巻・第6巻所収の記事をもとに作成。
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四

一
二
（
一
八
四
一
）
年
と
同
一
三
年
に
つ
い
て
、
平
戸
城
下
町
を
除
い
た
村
浦
の
人
口
の
書
付
が
あ
る
。（

（（
（

こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
単

独
で
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
村
浦
は
存
在
し
な
い
。
村
別
で
は
、
生
月
里
村
（
三
四
七
七
人
）・
佐
世
保
村
（
三
四
七
三
人
）・
山

口
村
（
三
二
二
二
人
）
の
三
ヵ
村
が
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
口
を
有
し
、
浦
別
で
は
、
勝
本
浦
（
二
〇
四
一
人
）・
小
値
賀
浦

（
二
〇
三
二
人
）・
生
月
浦
（
一
九
五
七
人
）
の
三
ヶ
浦
が
突
出
し
て
多
い
。
一
方
、
五
島
福
江
藩
（
一
万
五
五
三
〇
石
）
全
体
に
つ

い
て
は
、
天
保
一
〇
年
に
つ
い
て
、「
宗
門
御
改
惣
目
六
之
写
」
が
あ
る
。（

（（
（

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
福
江
藩
の
総
人
口
三
万
五
三
八
三
人

と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
る
。『
郷
村
記
』
が
記
す
大
村
藩
（
二
万
七
〇
〇
〇
石
）
の
総
人
口
が
、
一
一
万
七
三
〇
〇
余
人
。
城
下
町

を
除
く
平
戸
藩
の
総
人
口
は
、
先
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
一
三
万
八
五
〇
人
。
福
江
城
下
の
正
確
な
人
口
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
点
が

あ
る
が
、
概
し
て
福
江
藩
に
お
い
て
は
、「
五
嶋
以
前
ゟ
地
広
ニ
候
得
共
、
人
少
ニ
而
田
野
不
相
開
」（

（（
（

と
人
口
の
少
な
さ
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　

所
領
石
高
に
対
す
る
人
口
比
が
、
大
村
領
は
桁
違
い
に
高
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
福
江
領
に
至
っ
て
は
、
外
海
の
人
口
と
藩
領
の

総
人
口
が
匹
敵
す
る
と
い
う
様
相
で
あ
る
。
第
４
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
大
村
藩
は
、
こ
の
膨
大
な
人
口
を
抱
え
て
、
三
〇
歳
未

満
の
婚
姻
禁
止
や
田
畑
の
惣
領
単
独
相
続
の
徹
底
化
な
ど
を
計
っ
て
き
た
が
、
一
八
世
紀
末
よ
り
、「
大
村
藩
史
」
も
弊
害
と
し
て

指
摘
し
た
分
家
の
抑
制
に
向
け
て
梶
を
切
っ
た
。
ま
た
、
全
領
規
模
で
人
口
が
多
い
大
村
領
に
あ
っ
て
、
そ
の
過
半
数
の
人
口
が
外

海
に
あ
り
、
五
島
灘
・
角
力
灘
海
域
に
お
け
る
幕
末
期
の
人
口
分
布
は
、
神
浦
村
・
瀬
戸
村
・
三
重
村
・
式
見
村
・
福
田
村
と
い
っ

た
三
〇
〇
〇
を
超
え
る
人
口
を
擁
し
た
村
浦
が
あ
っ
た
外
海
に
偏
重
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

１
・
３　

移
住
と
水
運
の
拠
点

　

外
海
の
中
で
も
と
り
わ
け
多
い
人
口
数
が
記
録
さ
れ
た
神
浦
村
で
は
、
村
内
の
大
野
郷
（
寛
文
一
〇
年
開
発
・
竈
一
四
七
軒
）、
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大
中
尾
郷
（
延
享
三
年
開
発
・
竈
八
八
軒
）、
夏
井
郷
（
文
政
六
年
開
発
・
竈
五
七
軒
）、
道
徳
郷
内
口
福
（
天
保
六
年
開
発
・
竈

一
五
軒
）、
大
木
山
新
開
（
弘
化
四
年
か
ら
安
政
三
年
ま
で
田
二
町
八
段
と
畠
二
町
六
段
程
開
発
・
竈
五
〇
軒
）
と
い
っ
た
五
ヶ
所

に
お
い
て
、
開
発
が
行
わ
れ
た
。（

（（
（

ま
た
、
文
政
三
（
一
八
二
〇
）
年
よ
り
、
外
海
の
大
島
・
黒
瀬
の
両
新
地
へ
の
移
住
も
始
ま
り
、

神
浦
村
か
ら
男
女
九
七
人
が
移
住
し
た
。（

（（
（

神
浦
村
で
は
、
一
七
世
紀
中
頃
よ
り
自
村
内
の
開
発
を
進
め
て
き
た
が
、
一
九
世
紀
前
半
、

大
野
・
大
中
尾
両
郷
新
開
地
の
居
住
者
が
、
さ
ら
に
、
外
海
の
大
島
村
・
黒
瀬
村
の
両
新
地
へ
と
移
住
す
る
と
い
っ
た
現
象
が
生
じ

て
い
た
。

　

他
方
、
上
方
と
長
崎
を
結
ぶ
西
海
航
路
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
外
海
は
、「
瀬
戸
浦
と
云
、
諸
国
の
商
船
爰
に
幅
輳
す
」（
瀬
戸
村
）（

（（
（

、

あ
る
い
は
、「
港
内
小
嶋
有
て
船
楫
の
便
最
能
く
、
諸
国
の
商
船
総
会
の
地
に
て
、
領
内
第
一
繁
昌
の
船
着
な
り
」（
松
島
村
）（

（（
（

と
あ

る
よ
う
に
、
多
数
の
廻
船
と
物
資
が
集
散
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。（

（（
（

『
郷
村
記
』
に
記
載
さ
れ
た
村
浦
別
の
船
舶
数
を
み
る
と
、
瀬
戸

村
の
二
三
七
艘
が
最
も
多
く
、
式
見
村
一
五
〇
艘
、
神
浦
村
一
二
九
艘
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
三
重
村
・
江
島
村
の
両
村
も
共
に
一
〇
四

艘
を
所
有
す
る
。
船
の
帆
数
で
は
、
最
大
の
二
一
反
帆
船
が
松
島
に
あ
っ
た
（
一
九
反
帆
船
も
同
村
に
あ
る
）。
し
か
し
、
一
〇
反

帆
以
上
の
船
舶
数
は
、
神
浦
村
が
九
艘
を
有
し
、
外
海
随
一
で
あ
る
。
瀬
戸
村
は
、
二
反
帆
船
一
二
〇
艘
と
三
反
帆
船
五
〇
艘
と
比

較
的
小
型
の
船
舶
が
多
数
存
在
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら
に
小
型
の
一
反
帆
船
に
つ
い
て
は
、
江
島
村
四
六
艘
、
三
重
村
三
六

艘
と
い
う
両
村
が
上
位
に
来
る
。
こ
う
し
た
外
海
に
お
け
る
水
運
の
展
開
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
村
浦
の
浦
百
姓（

（（
（

数
に
つ
い
て
み
る

と
、
式
見
村
三
九
四
軒
、
神
浦
村
三
五
九
軒
と
、
船
舶
の
数
に
比
例
し
て
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
三
重
村
の
一
七
七
軒
は
、
外
海
で

は
三
番
目
に
多
い
。
こ
の
よ
う
に
神
浦
村
は
、
船
舶
数
と
浦
百
姓
数
と
い
う
両
者
の
面
か
ら
み
て
、
外
海
有
数
の
水
運
の
拠
点
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
生
月
・
有
川
・
立
串
・
魚
目
と
い
っ
た
各
所
か
ら
、
鯨
肉
・
鯨
皮
・
鯨
骨
等
を
取
引
す
る
た
め
の
船
舶
が
、
頻
繁
に
外
海



三
六

へ
と
入
津
し
て
い
る
様
子
が
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
の
「
鯨
并
爨
塩
帳
」（

（（
（

か
ら
窺
え
る
。
即
ち
、
外
海
沿
岸
部
を
ほ
ぼ
南
北
に
縦

断
す
る
西
海
航
路
と
、
外
海
と
五
島
方
面
を
東
西
に
横
断
す
る
航
路
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
網
目
の
よ
う
な
海
域
内
の
水
運
網
が
形
成

さ
れ
て
い
た
。
外
海
は
こ
の
水
運
網
に
よ
っ
て
、
五
島
・
平
戸
方
面
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
。
な
お
、
外
海
と
五
島
を
結
ぶ
航

路
と
し
て
は
、
松
島
と
中
通
島
の
南
東
部
を
結
ぶ
東
西
を
横
断
す
る
航
路
が
確
認
で
き
た
。（

（（
（

　
『
郷
村
記
』
神
浦
村
の
「
由
緒
之
事
」
が
示
す
、「
一　

寛
政
の
始
よ
り
当
村
百
姓
、
五
島
へ
徒
住
せ
し
も
の
凡
五
百
人
余
、
彼
地

に
て
段
々
人
数
相
殖
へ
、
当
時
神
浦
居
付
数
ヶ
所
有
之
由
、
尤
先
年
彼
方
よ
り
百
姓
所
望
ニ
付
、
当
村
よ
り
人
数
遣
す
な
る
」（

（（
（

と
い

う
、
五
島
へ
の
本
格
的
な
移
住
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
同
村
の
過
密
な
人
口
（
耕
作
地
の
不
足
）
と
海
域
内
の
水
運
網
を
前

提
と
し
、
こ
れ
に
藩
の
分
家
抑
制
策
、
さ
ら
に
は
、
大
村
藩
と
五
島
福
江
藩
と
の
間
で
成
立
し
た
百
姓
移
住
協
定
（
後
述
）
が
重

な
っ
た
こ
と
で
惹
起
さ
れ
る
。
以
下
、
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
大
村
藩
の
政
策
を
み
て
み
た
い
。

　

１
・
４　

大
村
藩
の
分
家
抑
制
策

　

大
村
藩
で
は
享
保
飢
饉
に
お
い
て
、
一
万
二
二
〇
〇
人
余
の
飢
人
を
出
す
も
、
こ
の
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
芋
（
俗
称
「
八
里

半
」）
な
ど
の
効
用
に
よ
っ
て
、
一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
ず
、
こ
の
飢
饉
を
乗
り
切
っ
た
。（

（（
（

ま
た
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
二
月

二
八
日
に
は
、
潰
れ
て
か
ら
一
〇
ヶ
年
以
内
の
竈
再
興
を
吟
味
次
第
に
て
許
可
す
る
と
し
た
通
達
を
発
す
る
な
ど
、
自
領
内
の
人
口

に
関
す
る
藩
の
危
機
意
識
は
看
守
さ
れ
な
い
。（

（（
（

し
か
し
、
そ
の
二
年
後
、
明
和
七
年
七
月
一
七
日
、
近
来
、
宗
門
改
人
数
が
増
大
し

た
と
し
て
、
宗
門
方
の
廻
在
人
員
の
増
加
（
八
人
か
ら
九
人
と
す
る
）
が
計
ら
れ
た
。（

（（
（

　

藩
の
自
領
内
の
人
口
に
対
す
る
危
機
意
識
は
、
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
二
月
一
九
日
付
の
法
令
で
確
認
で
き
る
。
即
ち
、「
御

領
内
従
前
々
人
別
多
御
高
前
不
相
応
ニ
有
之
、
至
後
年
、
万
民
之
難
渋
眼
前
之
事
ニ
候
」（

（（
（

と
、
法
令
冒
頭
か
ら
強
い
危
機
感
が
打
ち
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出
さ
れ
た
。
人
口
が
増
大
し
た
理
由
に
つ
い
て
藩
は
、「
妻
を
持
候
年
齢
且
本
家
を
離
局
住
と
申
、
二
男
三
男
之
内
、
内
分
ニ
而
名

地
を
分
取
立
候
儀
等
堅
不
相
成
旨
被
仰
付
置
候
得
共
、
心
得
違
之
者
多
、
段
々
相
猥
、
諸
村
共
増
人
際
限
無
之
」、
或
い
は
、「
妻
を

持
候
年
齢
且
本
家
を
離
局
を
立
、
或
は
本
家
之
内
ニ
局
住
と
名
を
付
、
二
男
以
下
之
者
共
え
内
分
ニ
而
名
地
を
分
、
妻
を
入
、
本
家

同
前
年
々
増
人
多
、
際
限
無
之
」
と
い
っ
た
規
定
年
齢
（
三
〇
歳
）
に
満
た
な
い
婚
姻
と
こ
れ
に
起
因
し
た
二
男
以
下
の
分
家
（
分

戸
）
慣
行
に
あ
る
と
し
た
。（

（（
（

こ
う
し
た
内
々
の
婚
姻
と
分
家
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
局
」・「
局
住
」
は
、「
人
別
御
改
御
法
」（

（（
（

に
背
く

た
め
、
悉
皆
解
崩
し
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
、
今
年
の
人
別
改
ま
で
は
慈
悲
を
以
て
「
新
竈
」
と
し
て
許
す
。
但
し
、
今
後
、
人
別
改

の
法
に
背
い
た
場
合
は
、
本
人
を
は
じ
め
、「
組
一
家
」
ま
で
重
科
に
処
す
と
し
た
。
こ
こ
で
示
さ
れ
た
人
口
増
加
の
要
因
に
対
す

る
藩
の
認
識
は
、
前
掲
の
「
大
村
藩
史
」
等
が
外
海
の
弊
害
と
し
て
指
摘
し
た
分
家
慣
行
に
対
す
る
認
識
と
共
通
し
て
い
る
。
即
ち
、

一
八
世
紀
末
、
無
制
限
な
人
口
増
加
と
分
家
に
よ
る
貧
困
の
拡
大
再
生
産
が
、
藩
に
よ
っ
て
、
極
度
に
危
惧
さ
れ
る
事
態
に
至
っ
た

こ
と
が
、
こ
の
法
令
の
背
景
で
あ
り
、
特
定
の
地
域
が
念
頭
に
置
か
れ
た
も
の
と
は
読
め
な
い
が
、『
郷
村
記
』
が
示
す
人
口
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
藩
領
内
で
も
、
外
海
の
動
向
が
最
も
懸
念
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

一
旦
は
「
新
竈
」
と
し
て
許
可
す
る
こ
と
で
、
以
後
の
不
法
な
「
局
」・「
局
住
」
な
ど
を
抑
止
し
よ
う
と
し
た
藩
の
意
図
は
、

「
局
」・「
局
住
」
以
外
の
二
男
三
男
・
苗
字
免
許
の
間
人
・
士
分
の
隠
居
人
・
無
足
人
ら
の
新
竈
願
、
し
か
も
冥
加
銀
を
と
も
な
っ

た
新
竈
願
を
多
く
誘
発
し
た
。
そ
の
詳
細
は
、
寛
政
一
一
年
一
二
月
二
八
日
の
法
令
の
文
面
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（

（（
（

因
み
に
、
一

定
の
冥
加
銀
を
条
件
と
し
て
、「
局
」・「
局
住
」
以
外
の
二
男
三
男
ら
の
新
竈
を
許
す
と
は
、
一
切
通
達
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

こ
の
時
藩
は
、
寛
政
八
年
の
法
令
に
準
じ
な
い
冥
加
銀
に
よ
っ
て
許
さ
れ
た
新
竈
は
、
家
作
・
婚
姻
の
実
態
が
あ
ろ
う
と
も
、
家
を

解
崩
し
、
妻
は
離
縁
せ
し
め
、
本
家
へ
回
帰
す
べ
し
と
厳
命
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
願
い
の
際
に
出
さ
れ
た
冥
加
銀
も
返
還
す
る
と
達

し
た
。
さ
ら
に
、
冥
加
銀
を
と
も
な
わ
な
い
前
々
か
ら
の
「
局
」
に
対
し
て
も
、
そ
の
老
父
母
の
生
存
期
間
に
限
っ
て
許
可
す
る
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と
い
う
、
や
は
り
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。『
九
葉
実
録
』
に
収
録
さ
れ
た
諸
法
令
に
み
る
藩
の
領
内
人
口
に
対
す
る
危
機
意
識
は
、

一
八
世
紀
末
の
こ
の
数
年
間
が
最
高
潮
で
あ
っ
た
と
見
て
取
れ
る
。
一
方
で
、
新
竈
の
許
認
可
に
関
す
る
寛
政
八
年
の
藩
の
指
示
は
、

各
村
浦
の
末
端
に
ま
で
十
分
に
貫
徹
せ
ず
、
却
っ
て
村
浦
社
会
と
行
政
の
混
乱
を
招
い
た
。

２　

平
戸
領
へ
の
移
住

　

２
・
１　

下
方
筋

　

大
村
領
か
ら
平
戸
領
へ
の
移
住
に
関
す
る
記
録
の
初
見
は
、
寛
政
一
一
（
一
七
九
九
）
年
三
月
六
日
付
の
「
下
方
筋
え
大
村
領
之

者
数
十
人
家
内
連
ニ
而
相
越
候
段
、
去
ル
二
日
申
達
候
ニ
付
」
と
い
う
、
平
戸
藩
当
職
家
老
の
日
記
で
あ
る
。（

（（
（

藩
は
原
宇
内
を
現
地

へ
と
派
遣
し
、
事
情
を
調
査
さ
せ
た
。
平
戸
城
下
へ
と
帰
参
し
た
原
は
、
渡
航
し
て
き
た
大
村
領
民
が
九
五
人
程
で
あ
り
、
彼
ら
が

紐
差
・
古
田
辺
を
居
住
地
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
報
じ
た
。
そ
の
際
の
、「
口
書
人
数
付
」
は
、
井
元
熊
太
夫
か
ら
当
職
家
老
へ

と
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
「
口
書
」
に
は
、
彼
ら
大
村
領
民
の
口
か
ら
語
ら
れ
た
平
戸
渡
島
の
詳
細
な
理
由
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ

れ
、
そ
の
一
部
が
「
当
職
日
記
」
に
抜
粋
さ
れ
た
。
即
ち
、「
彼
方
（
大
村
領
）
ニ
而
一
統
竈
分
ヶ
相
願
、
其
通
相
済
候
処
、
壱
軒

ニ
付
三
百
目
宛
出
銀
被
申
付
、
凌
相
成
不
申
候
故
、
罷
出
候
」
と
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
大
村
領
を
離
れ
た
理
由
が
、
移
住
者
自
身

の
口
か
ら
示
さ
れ
た
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。
前
章
に
お
い
て
、
寛
政
八
年
の
法
令
以
後
、
大
村
領
内
で
は
、
冥
加
銀
を
と
も
な
っ
た

新
竈
願
が
続
発
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
事
情
は
、『
九
葉
実
録
』
が
示
す
と
こ
ろ
と
若
干
異

な
る
。
即
ち
、
新
竈
が
許
容
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
一
軒
に
付
「
出
銀
」
三
〇
〇
目
が
命
じ
ら
れ
、
こ
れ
が
拠
出
で
き
ず
、
生
活
に
支
障

を
来
し
た
た
め
、
大
村
領
を
離
れ
た
と
、
彼
ら
九
五
人
は
述
べ
た
。
新
竃
願
の
申
請
時
に
冥
加
銀
を
出
す
の
か
、
申
請
許
可
後
、
一



三
九

五島灘・角力灘海域を舞台とした 18 〜19 世紀における潜伏キリシタンの移住について

軒
に
付
銀
三
〇
〇
目
の
出
銀
を
命
ず
る
の
か
、
と
い
っ
た
相
違
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
自
領
内
の
人
口
増
大
を
危
惧
し
た
大
村
藩
の

寛
政
八
年
の
法
令
通
達
の
解
釈
を
巡
る
村
浦
行
政
と
社
会
の
混
乱
が
、
平
戸
渡
島
の
直
接
の
背
景
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら

九
五
人
は
「
無
切
手
」（

（（
（

状
態
で
あ
り
、
無
切
手
者
は
領
内
に
留
め
置
く
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
当
職
家
老
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　

約
二
ヶ
月
を
経
た
四
月
晦
日
頃
、
事
態
は
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
。
無
切
手
で
領
内
を
離
れ
た
百
姓
（
お
そ
ら
く
先
の
九
五
人
を

含
む
）
を
捜
索
し
て
、
大
村
藩
の
「
中
小
姓
位
」
と
「
足
軽
体
」
の
給
人
ら
（
田
崎
安
右
衛
門
・
森
九
内
ら
三
人
）
が
、
紐
差
村
庄

屋
方
を
尋
ね
た
。
百
姓
ら
が
大
村
領
を
離
れ
た
の
は
、
寛
政
一
一
年
二
月
六
日
で
あ
り
、
五
島
方
面
を
捜
索
し
た
と
こ
ろ
、
下
方
筋

へ
逗
留
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
掴
ん
で
の
紐
差
村
訪
問
で
あ
っ
た
。
藩
は
、
大
村
方
と
の
折
衝
役
に
大
曲
助
右
衛
門
を
立
て
て
、

五
月
八
日
頃
よ
り
、
紐
差
村
庄
屋
方
で
数
度
の
対
談
を
開
催
。（

（（
（

こ
の
際
、
大
村
藩
と
平
戸
藩
と
の
間
で
往
復
さ
れ
た
書
付
類
は
、
一

箱
に
入
れ
て
、
平
戸
の
勘
定
場
に
お
い
て
保
管
さ
れ
た
ら
し
い
が（

（（
（

、
こ
う
し
た
書
付
類
は
、
現
在
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
一
連
の

交
渉
・
折
衝
の
後
、
彼
ら
九
五
人
が
居
付
い
た
の
か
ど
う
か
、
不
明
な
点
が
多
い
。
大
村
方
と
の
折
衝
が
一
段
落
し
た
八
月
一
五
日
、

下
方
筋
は
、「
窮
民
多
、
連
年
難
渋
之
趣
」
と
し
て
、
藩
主
の
意
向
で
御
救
御
用
掛
（
薗
田
和
平
・
原
宇
内
）
が
設
け
ら
れ
、
救
恤

の
対
象
地
域
と
な
っ
た
。（

（（
（

な
お
、
七
月
朔
日
、
折
衝
役
の
大
曲
助
右
衛
門
は
、「
此
度
大
村
ゟ
百
姓
共
数
十
人
忍
参
候
儀
ニ
付
而
、

彼
方
ゟ
相
越
候
人
対
談
数
度
、
致
太
義
候
付
、
謁
之
」
と
、
そ
の
労
が
賞
さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

　

２
・
２　

黒
島

　

佐
々
新
田
の
開
発
に
引
き
続
き
、
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
一
一
月
晦
日
、
公
儀
届
出
の
平
戸
藩
領
郷
村
高
一
一
万
三
〇
五
三
石

余
の
内
、
九
四
九
〇
石
余
の
引
高
に
つ
い
て
、「
御
先
代
格
別
之
思
召
を
以
被
仰
付
置
候
筋
打
捨
、
無
御
貪
着
姿
ニ
相
成
、
不
本
意

候
に
付
、
此
度
右
引
高
之
分
追
々
開
き
継
せ
候
様
被
仰
出
候
」
と
い
う
領
内
の
開
発
令
が
、
野
元
弁
左
衛
門
・
橋
本
甚
五
平
を
御
用
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掛
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。（

（（
（

こ
う
し
た
平
戸
藩
領
内
で
の
開
発
が
本
格
化
す
る
二
三
年
前
の
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
正
月
二
九
日
、

当
時
既
に
四
人
の
百
姓
（
万
助
・
勘
右
衛
門
・
太
郎
兵
衛
・
勝
平
）
が
居
住
し
、
藩
の
牧
場
で
も
あ
っ
た
黒
島
に
、
針
尾
村
居
住
の

岡
次
郎
左
衛
門
（
針
尾
村
脇
間
）
ら
六
人
の
入
植
が
計
画
さ
れ
た
。
即
ち
、
牧
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
黒
島
内
の
馬
数
を
見
込
ん
で
、

島
の
半
分
を
人
家
田
畑
と
し
て
渡
し
、
残
っ
た
半
分
を
馬
の
飼
育
を
行
う
牧
地
と
す
る
。
ま
た
、
既
住
の
四
人
に
対
し
て
も
、
二
町

余
を
耕
作
地
と
し
て
渡
す
こ
と
と
し
た
。（

（（
（

な
お
、「
以
後
、
何
之
村
ニ
而
も
引
直
度
願
候
者
有
之
節
ハ
、
可
申
達
候
、
吟
味
之
上
可

差
免
事
」（

（（
（

と
、
以
後
の
黒
島
開
発
へ
の
参
入
は
、
願
い
次
第
、
吟
味
の
上
で
許
可
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。（

（（
（

　

領
内
開
発
令
が
公
布
さ
れ
る
半
年
程
前
、
享
和
二
年
五
月
朔
日
、
藩
は
平
戸
島
津
吉
村
（
黒
島
は
津
吉
村
に
属
す
る
）
か
ら
の
渡

海
な
ど
に
不
便
な
牧
場
と
し
て
の
黒
島
の
活
用
を
再
考
し
た
。
牧
場
と
し
て
の
機
能
は
春
日
村
牧
場
等
へ
振
り
分
け
、
二
〇
〇
石
余

の
納
米
が
期
待
可
能
な
田
畑
開
発
地
と
し
て
黒
島
を
位
置
づ
け
、
自
領
に
限
ら
ず
、
他
領
か
ら
の
居
付
の
積
極
的
な
導
入
も
図
ら
れ

た
。（

（（
（

翌
年
二
月
一
六
日
、「
当
島
之
儀
は
纔
是
迄
拾
四
五
軒
之
竈
ニ
而
、
旦
寺
と
申
而
も
無
御
座
、
最
早
数
十
軒
相
成
、
何
レ
え
渡

海
仕
候
而
も
波
濤
三
里
之
場
所
ニ
而
、
風
波
之
時
分
、
病
死
等
之
節
、
嶋
中
一
統
之
難
儀
御
座
候
」（

（（
（

と
し
て
、
津
吉
村
長
泉
寺
隠
居

所
を
黒
島
内
の
釈
迦
堂
と
い
う
地
へ
造
営
す
る
願
が
、
島
中
及
び
五
人
頭
重
右
衛
門
・
朷
頭
五
平
次
よ
り
出
さ
れ
、
こ
れ
が
許
可
さ

れ
た
。
ま
た
、
三
月
二
二
日
に
は
、
黒
島
牧
地
を
鹿
町
懸
の
褥
崎
へ
と
移
転
す
る
計
画
も
発
令
さ
れ
、（

（（
（

領
内
開
発
令
を
一
つ
の
契
機

と
し
て
、
他
領
者
の
入
植
・
開
発
を
想
定
し
た
黒
島
の
環
境
整
備
が
進
捗
し
た
。

　

大
村
領
か
ら
の
黒
島
移
住
の
実
態
が
判
明
す
る
の
は
、
天
保
一
一
（
一
八
四
〇
）
年
三
月
七
日
、
大
村
領
の
男
女
一
三
七
人
が

居
付
を
許
さ
れ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。（

（（
（

彼
ら
大
村
領
の
者
男
女
一
三
七
人
は
、
文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
、
黒
島
へ
と
渡
島
、

そ
の
滞
在
を
許
さ
れ
、「
嶋
中
人
家
も
相
増
、
去
歳
も
札
者
御
割
増
被
仰
付
、
夏
秋
御
上
納
は
不
及
申
、
諸
色
納
物
、
公
役
ニ
無
滞
、

誠
精
仕
罷
在
候
間
」（

（（
（

と
そ
の
開
拓
実
績
が
評
価
さ
れ
た
上
で
、
天
保
一
一
年
、
百
姓
居
付
が
認
可
さ
れ
た
。
渡
航
か
ら
居
付
百
姓
と
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し
て
藩
の
認
可
を
受
け
る
ま
で
、
凡
そ
一
一
ヶ
年
も
の
歳
月
を
要
し
て
お
り
、
当
時
の
平
戸
藩
の
場
合
、
居
付
百
姓
と
し
て
の
身
分

獲
得
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

さ
て
、
大
村
領
か
ら
の
移
住
と
の
関
係
は
確
認
で
き
な
い
が
、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
一
〇
月
二
九
日
、
諸
方
か
ら
の
居
付
者

の
竈
分
に
よ
っ
て
、
黒
島
内
の
耕
地
が
不
足
し
、
蕨
山
一
帯
を
畑
地
と
し
て
開
墾
す
る
こ
と
が
、
朷
頭
民
八
ら
に
よ
っ
て
請
願
さ
れ

た
。（

（（
（

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
居
付
に
よ
る
黒
島
開
拓
の
趨
勢
は
、
津
吉
長
泉
寺
末
寺
（
隠
居
所
）
と
し
て
建
立
さ
れ
た
興
禅
寺
の
文

化
一
一
（
一
八
一
四
）
年
銘
の
梵
鐘
に
、「
我
西
海
之
中
有
黒
嶋
、
旧
属
津
吉
邑
、
今
開
土
徙
民
嶋
栄
村
成
于
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。（

（（
（

な
お
平
戸
領
で
は
、
上
記
の
他
、
野
崎
島
へ
天
草
・
五
島
か
ら
の
移
住
が
あ
っ
た
。（

（（
（

　

２
・
３　

明
治
五
年
・
同
六
年
の
動
向

　

藩
政
期
の
下
方
筋
・
黒
島
・
野
崎
島
に
お
け
る
移
住
と
居
付
の
推
移
を
補
う
た
め
、
明
治
五
年
〜
同
六
年
の
「
耶
蘇
教
諜
者
各
地

探
索
報
告
書
」（
早
稲
田
大
学
・
大
隈
関
係
文
書
・
請
求
記
号
イ14 a4154

）
に
記
載
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
動
向
の
一
端
を

示
し
て
み
た
い
。

　

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
、
平
戸
島
の
入
信
者
は
、
四
一
四
戸
・
二
二
三
二
人
。（

（（
（

「
平
戸
嶋
中
野
・
宝
亀
・
紐
指
・
木
勝
・
古
田

等
ノ
諸
村
ハ
異
宗
徒
雑
居
ノ
地
」
と
さ
れ
た
各
村
々
で
は
、
中
野
村
一
七
戸
・
一
〇
四
人
、
宝
亀
村
七
二
戸
・
二
八
六
人
、
紐
差
村

四
四
戸
・
二
三
五
人
、
古
田
村
八
戸
・
四
二
人
の
計
一
四
一
戸
・
六
六
七
人
と
そ
の
信
者
数
が
報
告
さ
れ
た
。（

（（
（

寛
政
一
一
年
、
下
方

筋
へ
と
渡
っ
た
大
村
領
百
姓
ら
は
、
同
地
域
の
村
々
へ
と
居
付
き
、
明
治
初
年
に
は
「
異
宗
徒
雑
居
ノ
地
」
を
現
出
せ
し
め
る
源
と

な
っ
た
と
推
測
し
た
い
。（

（（
（

ま
た
、
天
保
一
一
年
、
大
村
領
百
姓
ら
一
三
七
人
の
居
付
が
認
可
さ
れ
た
黒
島
は
、
明
治
六
年
の
段
階

で
、
一
九
三
戸
・
一
二
六
六
人
と
い
う
、
五
島
灘
・
角
力
灘
海
域
で
は
、
単
一
地
域
で
最
も
多
い
信
者
数
が
記
録
さ
れ
た
。
明
治
五
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年
、「
在
崎
日
記　

第
十
六
」（

（（
（

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
戸
数
一
八
四
軒
、
人
員
約
一
〇
〇
〇
人
が
悉
く
信
者
で
あ
っ
た
と
あ
り
、
同
島

は
、
ほ
ぼ
全
島
規
模
で
の
入
信
が
起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
年
の
「
西
鄙
異
談　

平
戸
部
」（

（（
（

に
お
い
て
は
、「
黒
嶋
異
徒
等
会
儀
し

て
、
右
嶌
内
ニ
大
ひ
な
る
礼
拝
堂
を
建
立
す
る
の
企
あ
り
」
と
、
信
者
ら
の
団
結
意
識
が
特
に
強
く
窺
え
る
島
で
も
あ
っ
た
。
野
崎

島
を
含
む
小
値
賀
で
は
、
八
〇
戸
・
二
九
九
人
と
い
う
信
者
数
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

平
戸
領
の
場
合
、
近
世
期
の
移
住
実
態
が
把
握
で
き
る
事
例
が
、
次
章
の
五
島
福
江
領
に
比
し
て
少
な
い
。
明
治
五
年
〜
同
六
年

の
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
数
と
の
乖
離
も
甚
だ
し
く
、
史
料
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
以
上
の
広
汎
か
つ
活
発
な
移
住

と
、
居
付
先
で
の
人
口
拡
大
が
、
近
世
期
に
存
在
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３　

五
島
福
江
領
へ
の
移
住

　

３
・
１　

福
江
藩
の
人
別
改

三
井
楽
の
居
付
百
姓　

本
章
で
は
、
外
海
か
ら
五
島
福
江
領
へ
の
移
住
の
実
態
を
主
に
青
方
文
庫
の
人
別
改
に
関
す
る
記
録
を
用
い

て
検
討
し
た
い
。
移
住
の
背
景
と
な
っ
た
五
島
福
江
藩
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
内
藤
莞
爾
・
高
崎
惠
ら
の
先
行
研
究
に
よ
っ

て
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、『
五
島
編
年
史
』・「
増
補
継
志
図
」
等
の
記
録
を
通
覧
し
て
も
、
一
八
世
紀
中
期
か
ら
後
期
の
福

江
領
で
は
、
旱
魃
（
明
和
八
年
）
や
風
水
害
（
明
和
三
〈
一
七
六
六
〉
年
五
月
・
安
永
元
〈
一
七
七
二
〉
年
五
月
・
同
八
年
・
天
明

元
〈
一
七
八
一
〉
年
七
月
・
同
五
年
九
月
・
寛
政
四
〈
一
七
九
二
〉
年
六
月
・
同
年
七
月
）
と
い
っ
た
自
然
災
害
が
継
起
す
る
一
方
、

宇
久
・
有
川
（
明
和
五
年
）
や
若
松
（
寛
政
元
年
）・
福
江
（
明
和
四
年
・
同
八
年
・
安
永
五
年
・
同
八
年
・
寛
政
四
年
）
あ
る
い

は
五
島
全
域
（
安
永
四
年
）
で
疱
瘡
・
熱
病
・
麻
疹
と
い
っ
た
疾
病
が
流
行
し
て
い
る
。
明
和
八
年
の
福
江
で
の
疱
瘡
（
翌
年
六
月
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に
終
息
）
で
は
、
多
く
の
死
者
も
出
た
。
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
八
月
、
福
江
藩
領
内
百
姓
へ
の
申
渡
に
よ
れ
ば
、「
百
姓
共
近

年
別
而
困
窮
之
時
節
」
と
あ
り
、
藩
の
財
政
が
窮
乏
す
る
中
で
、
重
い
人
夫
役
負
担
に
よ
っ
て
、
特
に
百
姓
は
極
度
に
疲
弊
し
て
い

た
様
子
も
窺
え
る
。（

（（
（

ま
た
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
は
凶
作
の
た
め
、
藩
主
の
伊
勢
神
社
参
宮
御
用
銀
を
以
て
、
上
方
よ
り
米
穀

を
調
達
す
る
こ
と
が
代
官
ら
へ
通
達
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
福
江
藩
は
、
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
一
一
月
、
家
中
倹
約

を
公
布
し
、
安
永
元
年
よ
り
は
新
地
改
を
行
っ
た
。
ま
た
、
後
に
述
べ
る
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
か
ら
同
五
年
に
か
け
て
、
領
民

の
把
握
に
よ
る
役
目
銀
・
夫
役
の
公
平
化
と
新
地
開
拓
を
目
指
し
て
人
別
改
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
五
島
内
の
社
会
的
・
経

済
的
な
諸
般
の
事
情
が
、
大
村
領
か
ら
の
入
植
の
背
景
を
構
成
し
て
い
る
。
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
の
百
姓
移
住
協
定
に
至
る
福

江
藩
側
の
主
立
っ
た
要
因
は
、
寛
政
三
年
三
月
よ
り
始
ま
っ
た
福
江
吉
久
木
無
河
原
の
開
発
や
、
寛
政
四
年
二
月
の
幕
府
に
よ
る
荒

地
開
墾
方
規
の
発
令
を
受
け
て
の
領
内
開
発
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。（

（（
（

　

恰
も
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
、
移
住
が
活
発
に
展
開
す
る
画
期
と
な
っ
た
寛
政
九
年
を
遡
る
こ
と
二
五
年
前
、
安
永
元
（
一
七
七
二
）

年
七
月
、
福
江
島
北
西
部
の
三
井
楽
に
お
け
る
大
村
領
百
姓
の
居
付
認
可
の
事
例
が
、
福
江
藩
の
記
録
で
は
初
見
で
あ
る
。
安
永
五

年
三
月
二
六
日
、
領
内
人
別
改
の
御
用
掛
を
命
じ
ら
れ
、
三
井
楽
掛
を
廻
在
中
の
家
老
青
方
峻
精
は
、
同
地
の
大
村
居
付
百
姓
を
改

め
た
。（

（（
（

そ
の
際
、
峻
精
は
、
居
付
百
姓
の
来
歴
を
「
日
記
」
に
書
き
留
め
た
。
彼
ら
の
居
付
願
が
、
安
永
元
年
七
月
、
当
時
の
三
井

楽
代
官
真
弓
弥
五
兵
衛
を
介
し
て
福
江
城
下
へ
と
出
願
さ
れ
、
こ
れ
が
認
可
さ
れ
た
後
、
大
村
領
百
姓
ら
が
「
外
し
証
文
」
を
持
参
。

正
式
に
三
井
楽
掛
両
村
の
百
姓
へ
と
編
入
さ
れ
た
と
あ
る
。
即
ち
、
峻
精
が
聞
き
取
っ
た
居
付
百
姓
の
事
例
が
、
藩
の
記
録
に
お
け

る
初
見
で
あ
る
。

　

さ
て
、
居
付
願
が
出
さ
れ
た
当
初
、
大
村
領
百
姓
ら
は
、
本
籍
地
の
除
籍
と
宗
門
を
証
明
す
る
証
文
類
（「
外
し
証
文
」）
を
携

行
し
て
お
ら
ず
、
事
後
の
居
付
承
認
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
翌
安
永
二
年
正
月
二
六
日
、
宗
門
方
廻
勤
付
奉
行
本
村
市
郎
左
衛
門
が
、
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三
井
楽
掛
に
居
付
い
た
「
大
勢
」
の
大
村
領
百
姓
を
地
下
人
同
様
に
処
遇
し
た
い
と
の
案
件
を
福
江
城
下
へ
と
上
申
し
、
藩
上
層
部

も
こ
れ
を
認
め
る
判
断
を
下
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。（

（（
（

ま
た
さ
ら
に
、
同
じ
三
井
楽
に
お
い
て
、
安
永
五
年
七
月
二
七
日
、
大
村

領
百
姓
一
四
軒
と
漁
師
一
軒
の
計
七
八
人
の
居
付
が
申
請
・
認
可
さ
れ
た
。（

（（
（

こ
の
時
の
大
村
領
百
姓
ら
は
、「
往
来
手
形
」（
あ
る
い

は
「
捨
往
来
」
と
表
記
さ
れ
る
）
を
携
行
し
て
い
た
。
安
永
元
年
の
三
井
楽
に
お
け
る
居
付
認
可
の
情
報
が
、
次
第
に
大
村
領
内
で

伝
播
・
共
有
さ
れ
、
局
所
的
な
事
象
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
三
井
楽
へ
の
渡
島
と
居
付
願
が
誘
発
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
先
の
安
永
五
年
の
人
別
改
の
結
果
、
三
井
楽
掛
両
村
の
大
村
居
付
百
姓
ら
の
夫
役
は
、
他
の
百
姓
と
同
等
と
す
る
も
、
役

目
に
つ
い
て
は
、「
未
不
有
付
」
と
し
て
、
生
活
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間
、
免
除
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
人
別
改

を
通
し
て
、
福
江
領
へ
と
居
付
い
た
大
村
領
の
百
姓
ら
は
、
そ
の
家
主
（
世
帯
主
）
の
来
歴
・
系
譜
な
ど
が
調
査
さ
れ
、
人
別
改
帳

へ
と
書
留
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

寛
政
九
年
の
百
姓
移
住
協
定　

前
述
し
た
大
村
藩
に
お
け
る
寛
政
八
年
の
法
令
が
公
布
さ
れ
た
翌
年
一
一
月
二
八
日
、
大
村
藩
と
福

江
藩
と
の
間
で
、
百
姓
一
〇
八
人
を
「
及
相
談
貰
取
」
と
し
た
約
束
（
以
下
、
移
住
協
定
）
が
成
立
し
て
い
た
。（

（（
（

こ
の
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
、『
五
島
編
年
史
』
は
、「
大
村
家
老
片
山
波
江
ノ
指
示
ニ
ヨ
リ
黒
崎
、
三
重
ヨ
リ
之
ヲ
送
ル
」（

（（
（

と
し
て
、
黒
崎
村
・
三
重

村
か
ら
の
移
住
者
の
具
体
的
な
上
陸
地
と
移
住
先
を
挙
げ
る
。
こ
の
案
件
の
詳
細
を
書
き
留
め
た
と
さ
れ
る
「
用
所
留
帳
」
は
、
現

在
、
青
方
文
庫
等
に
は
確
認
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
時
の
具
体
的
な
事
情
は
、
藩
政
文
書
の
上
か
ら
正
確
な
検
証
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
、
周
知
の
編
纂
記
録
を
用
い
て
、
簡
単
に
経
過
を
辿
る
に
留
め
た
い
。

　

寛
政
九
年
の
移
住
は
順
調
に
推
移
し
た
が
、
寛
政
一
〇
年
一
二
月
一
五
日
、
大
村
領
神
浦
村
の
橋
口
紋
右
衛
門
、
三
江
村
（
三
重

村
）
の
岩
中
綱
右
衛
門
と
い
う
両
役
人
が
、
福
江
の
町
乙
名
才
津
久
兵
衛
方（

（（
（

を
訪
れ
、
大
村
領
か
ら
の
移
住
が
中
断
し
、
相
談
通
り
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の
百
姓
数
が
都
合
で
き
な
い
件
を
申
し
入
れ
た
。（

（（
（

中
断
の
理
由
は
記
さ
れ
な
い
。
神
浦
村
と
三
重
村
の
両
役
人
が
沙
汰
を
す
る
心
算

と
あ
る
の
で
、
こ
の
件
に
関
わ
っ
た
移
住
者
は
、
両
村
の
百
姓
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
絶
状
態
に
あ
っ
た
移
住
の
完
了
を
う
け

て
、
寛
政
一
一
年
五
月
一
五
日
、
長
崎
勤
番
牟
田
五
平
次
が
長
崎
へ
と
向
け
て
出
船
。「
大
村
御
屋
敷
え
罷
出
、
先
頃
被
及
御
相
談

候
百
姓
此
方
え
引
移
候
者
共
、
追
々
被
差
越
、
忝
存
候
、
右
御
挨
拶
御
使
者
相
勤
候
様
被
仰
付
」（

（（
（

と
、
大
村
藩
（
蔵
屋
敷
）
方
へ
百

姓
移
住
の
礼
を
申
し
述
べ
る
使
者
役
を
命
じ
ら
れ
た
。
以
上
が
福
江
藩
の
記
録
か
ら
み
た
両
藩
の
百
姓
移
住
協
定
と
そ
の
実
施
事
情

で
あ
る
。
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
く
確
認
で
き
な
い
。
百
姓
一
〇
〇
余
人
が
最
初
の
協
定
を
経
て
、
五
島
へ
と
移
住
し
た
こ

と
。
及
び
こ
れ
に
続
く
神
浦
村
・
三
重
村
か
ら
の
移
住
が
画
策
さ
れ
た
が
、
何
か
ら
の
事
情
で
順
調
に
進
捗
し
な
か
っ
た
こ
と
。
ま

た
、
寛
政
一
一
年
の
段
階
で
、
協
定
に
と
も
な
う
移
住
が
、
一
旦
、
完
了
し
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
よ
う
。
但
し
、
二
男
以
下
の

新
竃
願
が
続
発
し
て
い
た
大
村
藩
は
、
百
姓
移
住
協
定
を
以
て
、
主
と
し
て
こ
う
し
た
階
層
を
五
島
へ
送
り
出
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
も
周
知
の
記
録
で
あ
る
が
、
福
江
藩
臣
貞
方
定
吉
が
、「
寛
政
九
年
、
大
村
の
氓
ヒ
ヤ
ク
シ
ヤ
ウ

百
八
人
五
嶋
へ
来
る
、
こ
れ
ハ　

盛
運
公

考
に
、
五
嶋
ハ
地
広
く
人
少
ふ
し
て
、
山
林
の
ま
だ
開
け
ざ
る
を
憂
ひ
玉
ひ
、
此
度
、
大
村
侯
に
乞
て
、
か
の
氓
を
こ
の
地
へ
移
し

玉
ふ
、
こ
れ
よ
り
後
大
村
の
氓
ら
の
由
縁
を
以
五
嶋
へ
来
り
住
す
る
者
数
を
し
ら
す
」（

（（
（

と
記
す
よ
う
に
、
寛
政
九
年
の
大
村
領
か
ら

の
移
住
は
、
一
つ
の
重
要
な
画
期
で
あ
っ
た
。
以
降
継
起
し
た
大
村
領
か
ら
の
移
住
実
態
は
、
福
江
藩
の
編
纂
記
録
で
は
、
充
分
に

補
足
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、（

（（
（

以
下
の
よ
う
に
、
大
村
居
付
百
姓
の
人
別
改
帳（

（（
（

か
ら
、
移
住
の
様
相
を
復
元
す
る
必
要
が
あ
る
。

青
方
文
庫
の
人
別
改
帳　

管
見
の
と
こ
ろ
、
青
方
文
庫
に
は
、
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
・
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
・
文
政
四

（
一
八
二
一
）
年
・
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
の
四
度
の
福
江
藩
領
に
お
け
る
人
別
改
帳
計
二
六
冊
が
残
る
。
大
村
居
付
百
姓
は
、

前
述
の
三
井
楽
の
事
例
が
藩
の
記
録
の
初
見
な
の
で
、
文
政
・
慶
応
の
人
別
改
帳
と
そ
の
関
連
文
書
が
、
福
江
藩
領
に
お
け
る
大
村
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居
付
百
姓
分
析
の
要
と
な
る
。

　

福
江
藩
の
代
官
が
管
轄
し
た
各
掛
の
侍
・
寺
・
町
人
・
百
姓
ら
の
人
別
改
の
情
報
は
、「
人
附
都
合
増
減
目
録
」
と
し
て
各
掛
毎

に
集
約
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
文
政
四
年
の
有
川
掛
と
慶
応
三
年
の
玉
ノ
浦
掛
の
二
掛
に
つ
い
て
伝
来
し
て
い
る
。（

（（
（

「
人
附
増
減
目
録
」

及
び
伝
来
し
た
現
物
か
ら
、
藩
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
人
別
改
帳
の
各
種
類
を
み
る
と
、「
侍
帳
」・「
寺
帳
」
な
ど
最
低
で
も
一
八

種
類
の
人
別
改
帳
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。（

（（
（

ま
た
、
各
人
別
改
帳
は
、
複
数
の
種
類
が
一
冊
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
場

合
も
あ
る
。「
被
官
帳
」・「
給
地
百
姓
帳
」・「
大
村
居
付
御
蔵
入
地
百
姓
帳
」・「
無
足
帳
」
の
四
種
類
は
、
青
方
文
庫
に
伝
来
し
て

い
な
い
。
四
度
の
人
別
改
毎
に
つ
い
て
み
る
と
、
享
保
六
年
が
、
四
掛
・
六
種
・
四
冊
。
安
永
五
年
が
、
一
掛
・
一
種
一
冊
。
文
政

四
年
が
、
六
掛
・
七
種
・
六
冊
。
慶
応
三
年
は
、
九
掛
・
一
二
種
・
一
五
冊
と
な
り
、
安
永
五
年
の
人
別
改
帳
が
最
も
少
な
く
、
慶

応
三
年
の
も
の
が
最
も
多
い
。
大
村
居
付
百
姓
に
つ
い
て
は
、
蔵
入
地
百
姓
・
地
百
姓
・
納
戸
百
姓
の
三
種
類（

（（
（

が
分
析
対
象
と
な

り
得
る
が
、
慶
応
三
年
の
日
島
掛
「
人
附
居
着
地
百
姓
帳
」（
青
方14 -181

）・
福
江
掛
「
人
附
居
付
御
納
戸
百
姓
帳
」（
青
方14 -

200

）
の
二
冊
の
み
が
青
方
文
庫
に
伝
来
し
て
い
る
。（

（（
（

　

ま
た
今
回
、
文
政
四
年
の
福
江
掛
「
居
付
百
姓
帳
」
が
、
五
社
神
社
文
書
（
五
島
市
観
光
歴
史
資
料
館
寄
託
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。（

（（
（

即
ち
、
福
江
掛
の
大
村
居
付
百
姓
に
つ
い
て
は
、
文
政
四
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
の
推
移
が
把
握
で
き
る

こ
と
に
な
る
。

　

３
・
２　

福
江
掛
の
居
付
百
姓

大
村
領
か
ら
の
移
住
事
情　

表
3
に
文
政
四
年
の
人
別
改
帳
に
記
載
さ
れ
た
世
帯
主
（
家
主
）
数
を
出
生
地
毎
別
に
分
け
、
か
つ
、

移
住
時
期
と
居
付
先
毎
に
、
そ
の
推
移
を
一
覧
し
た
。
世
帯
主
の
出
生
地
で
は
、
大
村
領
神
浦
村
二
六
人
が
最
も
多
く
、
三
重
村
・
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牧
野
郷
（
黒
崎
村
）
の
六
人
が
こ
れ
に
続
く
。
大
村
領
長
与
村
（
内
海
）
と
中
浦
村

（
外
海
）
は
、
各
一
人
宛
で
あ
る
。
福
江
掛
で
の
居
付
先
は
、
出
生
地
毎
に
集
住
す
る

傾
向
が
あ
り
、
浜
泊
の
居
付
が
全
て
牧
野
郷
の
出
生
者
と
い
う
の
は
顕
著
で
あ
る
。
神

浦
村
出
生
者
は
、
浜
頭
（
一
二
人
）
が
最
大
で
、
宮
原
（
五
人
）
と
他
の
居
付
先
と
は

距
離
を
置
く
吉
久
木
御
茶
園
（
五
人
）
が
こ
れ
に
続
く
。
三
重
村
出
生
者
六
人
に
つ
い

て
は
、
五
人
が
半
泊
に
居
付
い
た
。
ま
た
、
世
帯
主
の
移
住
年
次
（
推
定
）
を
み
る
と
、

寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
か
ら
文
政
元
（
一
八
一
八
）

年
ま
で
の
二
二
ヶ
年
の
間
に
、
断
続
的
に
移
住
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
寛
政
九
年
の
大
村
・
福
江
両
藩
の

協
定
が
、
一
つ
の
画
期
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
福

江
掛
の
場
合
、
享
和
元
年
（
牧
野
郷
か
ら
の
移
住
）、

文
化
元
年
（
神
浦
村
か
ら
の
移
住
）、
文
化
四
年
（
神

浦
村
・
中
浦
村
・
長
与
村
か
ら
御
茶
園
へ
の
移
住
）、

文
化
一
〇
年
（
神
浦
村
か
ら
の
移
住
）
と
い
う
年
次
に

お
い
て
、
比
較
的
規
模
が
大
き
い
移
住
が
あ
っ
た
。

人
口
の
推
移　

表
4
に
福
江
掛
の
居
付
百
姓
の
人
口
の

推
移
を
記
し
た
。
文
政
四
年
次
の
人
口
は
二
〇
七
人
。

表４　福江掛居付百姓数の推移（文政 4～慶応 3）

年　次 世帯数
（軒）

総人口
（人）

内　訳 牛馬数
（匹）

船数
（艘）男 女

文政4 45 207 121 86 記載無 14

慶応3 80 407 215 192 74 47

増加率 178% 197% 178% 223% － 336%

注）文政4年次は、福江掛「居付百姓帳」（五社神社文書・五島市観光
歴史資料館寄託）。 慶応3年次は、「福江掛居付御納戸百姓帳」（青
方14-200）によった。

表３　福江掛居付百姓の移住事情

出生地
世帯主

数
（人）

移住時期と居付先の内訳
寛政8

（1796）
寛政12

（1800）
享和元

（1801）
享和3

（1803）
文化元

（1804）
文化2

（1805）
文化4

（1807）
文化8

（1811）
文化10

（1813）
文化12

（1815）
文政元

（1818） 不明

神　浦 26 茶園	1  宮原	1

浜頭	2
小田河原	
1
大泊	1
六方	1

宮原	2  茶園	3
浜頭	7
宮原	1
六方	1

宮原	1  浜頭	2  
不明	1

三　重 6 半泊	1  宮原	1  半泊　
1 半泊	2  半泊	1

牧　野 6 浜泊	6
中　浦 1 茶園	1
長　与 1 茶園	1
不　明 1 浜頭	1
小　計 41 1 1 6 1 6 3 5 1 9 3 1 3
注）福江掛「居付百姓帳」（五社神社文書・五島市観光歴史資料館寄託）より作成。表中、「茶園」は、「吉久木御茶園」

のこと。
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慶
応
三
年
ま
で
の
四
六
年
の
間
に
ほ
ぼ
倍
増
を
遂
げ

た
。
牛
馬
数
は
、
文
政
四
年
の
デ
ー
タ
が
存
在
し
な

い
。
慶
応
三
年
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
世

帯
が
牛
を
所
有
し
て
い
る
。
船
数
に
つ
い
て
も
、
破

損
な
ど
不
明
瞭
な
点
が
多
い
た
め
、
正
確
な
対
比
は

困
難
で
あ
る
が
、
人
口
数
の
倍
増
と
と
も
に
、
各
世

帯
に
お
け
る
船
の
所
有
率
も
上
昇
し
た
。
慶
応
三

年
の
場
合
、
船
の
ほ
と
ん
ど
は
「
丸
頭
」（

（（
（

で
あ
り
、

「
伝
間
」
が
一
艘
と
な
る
。

　

次
ぎ
に
、
居
付
先
毎
の
世
帯
・
人
口
数
を
表
5
に
示
し
た
。
な
お
、
文
政
四
年
の
人
別
改
帳
に
破
損
が
多
い
た
め
、
人
口
数
・
世

帯
数
の
合
計
が
先
の
表
3
の
数
値
と
一
致
し
て
い
な
い
。
福
江
掛
の
居
付
百
姓
は
、
居
付
先
で
の
世
帯
・
人
口
数
を
拡
大
さ
せ
る
と

同
時
に
、
文
政
四
年
以
降
、
柿
木
谷
・
草
津
・
葛
山
・
鍋
之
窄
と
い
っ
た
地
域
へ
も
自
ら
の
集
団
内
か
ら
移
住
者
を
送
り
出
し
た
。

人
口
の
増
加
に
と
も
な
っ
た
居
付
社
会
の
拡
大
が
指
摘
で
き
る
。

文
政
四
年
以
降
の
新
家
創
出
と
相
続　

福
江
掛
の
居
付
百
姓
に
つ
い
て
は
、
文
政
四
年
以
降
、
大
村
領
か
ら
の
移
住
は
事
実
上
終
息

し
て
い
る
。
文
政
四
年
と
慶
応
三
年
の
同
掛
同
種
の
居
付
百
姓
に
関
す
る
人
別
改
帳
が
対
照
で
き
な
か
っ
た
従
来
の
研
究
は
、
こ
の

点
が
充
分
に
補
足
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
さ
て
、
慶
応
三
年
の
人
別
改
帳
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
の
世
帯
の
創
出
及
び
相
続
の
動
向
を

み
て
み
た
い
（
表
6
）。
な
お
、
人
別
改
帳
の
記
載
順
に
従
い
、
各
世
帯
主
（
家
主
）
に
通
番
（
表
中
の
ID
）
を
振
っ
た
。

表５　居付先毎の世帯・人口数の比較

居付先
文政 4 慶応 3

世 帯
（軒）

人 口
（人）

世 帯
（軒）

人 口
（人）

浜 頭 12 59 7 37
浦 頭 17 82
浜 泊 6 22 9 39
宮 原 6 28 16 86
半 泊 5 23 7 33
六 方 2 15
小 田 河 原 1 9 5 27
大 泊 1 4 6 34
柿 木 谷 1 5
草 津 2 13
葛 山 2 12
鍋 之 窄 3 16
吉久木御茶園 7 22 5 23
不 明 1 4
小　　　計 41 186 80 407

注） 文政4年次は福江掛「居付百姓帳」（五社神社文
書・ 五島市観光歴史資料館寄託）、 慶応3年次は

「福江掛居付御納戸百姓帳」（青方14-200）による。
但し、「浦頭」と「浜頭」については、混同と思
われる記述がある。
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福
江
掛
に
お
い
て
、「
新
家
相
立
」（
三
〇

軒
）
と
し
た
新
家
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
新

分
家
（
二
七
軒
）
が
基
本
と
な
る
。
そ
の
分

家
も
、
弟
及
び
二
男
が
中
心
と
な
り
、
三
男

以
下
の
分
家
創
出
軒
数
は
四
軒
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
前
述
の
通
り
、
文
政
四
年
以
降
、
大

村
領
な
ど
の
外
部
か
ら
新
た
な
居
付
は
入
れ

な
い
、
或
い
は
、
入
ら
な
い
と
い
う
方
針
が
、

藩
も
し
く
は
居
付
共
同
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て

存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
三
軒
（
内
二
軒

が
神
浦
村
）
の
新
た
な
移
住
が
確
認
で
き
る

の
み
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
文
政
四
年
次
の
家
主
家
（
四
八

軒
）
の
相
続
事
情
を
み
て
み
た
い
。
家
主
家

を
相
続
し
た
世
帯
は
三
三
軒
。
さ
ら
に
そ
の

相
続
事
情
を
み
る
と
、
長
子
相
続
一
九
軒
、

非
長
子
相
続
、
即
ち
、
二
男
以
下
の
相
続
が

六
軒
、
養
子
相
続
が
八
軒
と
な
る
。
養
子
相

表６　福江掛居付百姓世帯主の相続形態（慶応 3）
分類とその件数 該当する世帯主ID

新家 30

家主 3 大村領（神浦） 2 1，6
大坂（石田新田） 1 80

分家 27

家主の弟 9 8，46，50，57，63，64，72，73，75
家主の二男 9 2，16，25，30，36，38，47，53，70
家主忰の二男 4 4，20，24，52
家主二男の二男 1 23
家主の三男 2 44，76
家主の四男 1 78
家主の五男の忰 1 10

相続 48

家主 33

長子相続 19 完全＊1 15 3，11，12，14，15，19，28，29，37，
39，51，59，60，65，77

非完全＊2 4 7，31，43，49，62

非長子相続 6
家主の二男 1 27
家主の三男 4 40，41，45，58
家主の四男 1 22

養子相続 8

納戸百姓 3 33，56，66
蔵入百姓 1 5
竃百姓 2 18，61
大村領（牧野） 1 42

分家 15

長子相続 11 父代分家 11 9，21，26，32，34，35，48，55，67，
71（父代納戸百姓入），74

養子相続 4
御納戸百姓 2 54，69
御蔵入百姓 1 17
楠原居付 1 13

無　　　家 1 79（有川掛友住遠島）
注）「福江掛居付御納戸百姓帳」（青方14-200）より作成。項目中のIDは、便宜上、帳簿の先頭から記載された順番通り、 

各世帯主毎に筆者が付けた番号である。
＊1）「完全」は、文政4年以降、長子のみが家主を相続した事例。
＊2）「非完全」は、文政4以降の相続において、長子以外の相続が確認された事例。
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続
の
場
合
、
福
江
掛
内
の
納
戸
百
姓
か
ら
の
養
子
が
三
軒
、
蔵
入
百
姓
は
椎
山
蔵
入
百
姓
か
ら
の
養
子
、
竃
百
姓
か
ら
の
養
子
は
、

宮
原
の
竃
百
姓
か
ら
一
軒
（
ID
㆐

61
）、
住
所
不
明
の
居
付
竃
百
姓
か
ら
一
軒
（
ID
㆐

18
）
で
あ
る
。
牧
野
郷
か
ら
の
養
子
一
軒
（
ID

㆐

42
）
は
、
牧
野
郷
の
竹
作
が
二
〇
年
前
に
福
江
島
に
渡
り
、
浦
頭
家
主
弥
五
右
衛
門
（
文
政
四
年
の
人
附
帳
に
記
載
が
あ
る
、
神

浦
村
出
生
の
百
姓
）
の
養
子
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
福
江
掛
に
入
植
す
る
際
、
養
子
縁
組
の
形
式
で
入
植
し
、
居
付
い
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

分
家
を
相
続
し
た
世
帯
は
一
五
軒
で
あ
り
、
家
主
の
親
の
代
に
分
家
し
た
世
帯
を
相
続
し
た
事
例
が
一
一
軒
と
多
い
。
分
家
を
養

子
が
相
続
し
た
事
例
は
四
軒
。
そ
の
内
、
岐
宿
掛
楠
原
居
付
与
市
の
三
男
要
蔵
が
、
文
政
四
年
の
家
主
寅
蔵
の
弟
才
蔵
の
養
子
と

な
っ
た
事
例
は
、
他
掛
の
居
付
間
で
の
養
子
縁
組
が
確
認
で
き
た
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

　

外
海
の
場
合
、
三
〇
歳
以
下
で
の
婚
姻
と
こ
れ
に
と
も
な
う
二
男
以
下
三
男
等
の
分
家
を
藩
が
厳
し
く
制
限
し
た
こ
と
は
第
１
章

で
ふ
れ
た
。
だ
が
、
福
江
掛
の
場
合
、
分
家
の
新
た
な
創
出
が
、
居
付
社
会
の
人
口
増
大
に
寄
与
し
た
と
み
る
べ
き
で
ろ
う
。

　

３
・
３　

日
島
掛
の
居
付
地
百
姓

大
村
領
か
ら
の
移
住
事
情　

こ
こ
で
は
、「
慶
応
三
年　

人
附
居
着
地
百
姓
帳　

日
之
嶋
掛
」（
青
方14 -181

）（
（（
（

を
用
い
て
、
福
江

島
よ
り
北
方
、
若
松
島
北
西
部
の
日
島
に
お
け
る
大
村
領
か
ら
の
百
姓
の
移
住
を
分
析
し
て
み
た
い
。

　

日
島
（
西
島
）
掛
内
の
日
島
・
漁
生
浦
・
有
福
・
間
伏
・
榊
ノ
浦
の
各
村
浦
の
大
村
領
居
付
百
姓
世
帯
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
基
礎

的
な
情
報
を
述
べ
る
。
人
別
改
帳
に
記
載
さ
れ
た
世
帯
主
に
つ
い
て
、
そ
の
由
緒
書
を
も
と
に
、
大
村
領
出
生
者
数
（
日
島
掛
の

場
合
、
本
人
・
兄
弟
・
父
・
祖
父
な
ど
が
大
村
領
か
ら
の
移
住
者
で
あ
っ
た
場
合
も
、
大
村
領
出
生
者
と
し
て
扱
う
）、
大
村
領
以

外
か
ら
の
移
住
者
数
（
周
防
柳
井
・
豊
後
佐
伯
・
天
草
幾
久
ヶ
浦
）、
そ
の
他
（
他
掛
か
ら
の
新
分
家
な
ど
）
と
い
う
三
つ
の
種
類
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に
分
け
て
み
る
と
、
日
島
掛
の
居
付
百
姓
世
帯
数
計
九
五
軒
の
内
、
そ
の
七
割
以
上
の
七
〇
世
帯
が
大
村
領
か
ら
の
移
住
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
村
浦
で
は
、
有
福
（
二
八
）・
榊
ノ
浦
（
二
一
）・
間
伏
（
一
四
）・
日
島
（
四
）・
漁
生
浦
（
三
）
の
順
で
、
大

村
領
か
ら
の
居
付
世
帯
主
が
多
い
。
単
純
な
数
だ
け
で
は
有
福
が
最
も
多
い
が
、
榊
ノ
浦
・
日
島
・
漁
生
浦
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

世
帯
が
大
村
居
付
百
姓
の
世
帯
と
言
え
る
ほ
ど
、
そ
の
割
合
が
高
い
点
に
も
留
意
し
た
い
。
居
付
百
姓
の
人
口
数
を
み
る
と
、
総
計

四
五
二
人
の
内
、
三
三
六
人
が
大
村
領
出
生
者
の
世
帯
に
属
す
る
。

　

続
い
て
、
大
村
領
か
ら
日
島
掛
へ
の
移
住
形
態
に
つ
い
て
、
渡
航
者
と
移
住
の
時
期
、
移
住
先
と
出
生
地
と
の
相
関
か
ら
推
測

で
き
る
範
囲
で
述
べ
て
み
た
い
。
大
村
居
付
百
姓
世
帯
主
七
〇
人
に
つ
い

て
、
大
村
領
か
ら
の
渡
航
時
期
を
推
定
す
る
と
、
文
政
四
年
の
人
別
改
の
時

期
を
基
点
と
し
て
、
そ
の
前
後
と
に
大
ま
か
に
分
け
ら
れ
る
。
な
お
、
渡
航

時
期
が
不
明
な
世
帯
主
が
三
人
い
る
が
、
祖
父
・
曾
祖
父
が
渡
航
の
場
合
は
、

文
政
四
年
以
前
と
推
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
た
場
合
、
日
島
掛
の

世
帯
主
の
由
緒
が
判
明
す
る
限
り
で
は
、
文
政
四
年
以
降
の
渡
航
が
六
五
人

と
圧
倒
的
で
あ
る
。
即
ち
、
日
島
掛
に
お
い
て
は
、
大
村
領
か
ら
の
移
住

の
ほ
と
ん
ど
が
、
文
政
四
年
か
ら
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
の
人
別
改
帳
作

成
時
ま
で
の
四
六
年
間
の
間
に
発
生
し
た
。
人
別
改
帳
に
渡
航
の
年
次
が
明

記
さ
れ
た
も
の
を
み
る
と
、
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
二
人
、
安
政
四

（
一
八
五
七
）
年
六
人
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
・
慶
応
元
（
一
八
六
五
）

年
・
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
が
各
一
人
宛
と
な
っ
て
い
る
。
渡
航
者
の
内

表７　�日島掛各村浦における居付百姓世帯主の大村領�
出生地構成（慶応 3）

出生地 世帯主数
内　　　訳

日島 漁生浦 有福 間伏 榊ノ浦
神 浦 43 4 3 27 6 3
三 重 11 11
黒 崎 7 1 6
池 島 2 2
樫 山 2 1 1
大 野 1 1
亀 浦 1 1
彼 杵 1 1
池 田 1 1
大村領 1 1

小　計 70 4 3 28 14 21

注）「人附居着地百姓帳　日之嶋掛」（青方14-181） より作成。 但し、
家主については、本人・父・兄弟及び祖父以前の出生地に大村領
が記載されている者を抜粋した。
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訳
を
み
て
も
、
文
政
四
年
以
後
の
渡
航
は
、
本
人
が
渡
航
し
た
場
合
（
四
一
人
）
が
多
く
、
こ
れ
に
、
現
世
帯
主
の
父
が
帯
同
し
た

場
合
の
九
人
、
兄
弟
が
帯
同
し
た
場
合
の
四
人
、
叔
父
が
帯
同
し
た
場
合
の
一
人
を
加
え
る
と
五
五
人
。
父
代
以
前
の
渡
航
は
一
〇

人
と
な
る
こ
と
か
ら
、
慶
応
三
年
時
の
日
島
掛
の
居
付
百
姓
世
帯
主
の
内
約
八
割
は
、
大
村
領
か
ら
渡
航
し
た
本
人
自
身
で
あ
る
。

実
渡
航
者
の
名
跡
を
継
い
だ
世
帯
主
、
即
ち
日
島
掛
移
住
後
に
出
生
し
た
世
帯
主
は
、
全
体
的
に
少
な
い
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
よ

り
詳
し
く
は
世
帯
主
の
年
齢
な
ど
を
勘
案
す
べ
き
で
あ
る
が
、
文
政
四
年
か
ら
慶
応
三
年
と
い
っ
た
約
半
世
紀
間
の
移
住
は
、
比
較

的
、
幕
末
に
近
い
時
期
に
そ
の
多
く
が
実
施
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
日
島
掛
へ
の
大
村
領
か
ら

の
移
住
は
、
前
節
の
福
江
掛
と
は
全
く
異
な
っ
た
経
緯
を
辿
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

続
い
て
、
各
居
付
先
村
浦
と
大
村
領
の
出
生
地
と
の
関
係
を
表
7
に
示
す
。
こ
の
表
か
ら
明
か
な
よ
う
に
、
出
生
地
で
は
、
神
浦

村
が
全
体
の
六
割
を
占
め
て
群
を
抜
い
て
い
る
。『
郷
村
記
』
神
浦
村
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
神
浦
居
付
数
ヶ
所
有
之
由
」（

（（
（

と
し
て
、

同
村
出
身
者
が
集
住
し
た
居
付
先
が
五
島
に
数
ヶ
所
存
在
し
た
と
あ
る
。
有
福
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
居
付
先
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

神
浦
村
に
続
い
て
、
三
重
村
が
多
い
。
大
野
郷
と
池
島
を
神
浦
村
、
樫
山
郷
を
三
重
村
と
す
る
と
、
神
浦
村
出
生
者
は
四
六
人
、
三

重
村
は
一
三
人
と
な
る
。
神
浦
村
・
三
重
村
を
除
く
外
海
で
は
、
黒
崎
村
の
七
人
が
あ
り
、
亀
浦
・
彼
杵
・
池
田
（
大
村
城
下
）
な

ど
は
各
一
人
と
少
な
い
。
居
付
先
別
で
は
、
神
浦
村
出
生
者
が
有
福
に
集
住
し
た
点
に
一
つ
の
特
徴
が
あ
り
、
他
方
、
三
重
村
及
び

黒
崎
村
の
出
生
者
が
、
榊
ノ
浦
内
の
月
ノ
浦
に
集
住
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
福
江
掛
と
同
じ
く
、
出
生
地
の
地
縁
を
母
体

と
し
た
居
付
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
る
。

居
付
者
の
生
業　

大
村
領
出
生
者
の
家
族
数
の
男
女
内
訳
と
牛
・
船
と
い
っ
た
生
業
手
段
の
一
端
を
表
8
に
示
す
。
と
り
わ
け
こ
こ

で
指
摘
し
た
い
の
は
、
福
江
掛
と
同
様
、
船
の
所
有
状
況
で
あ
る
。
表
に
掲
載
し
た
七
〇
世
帯
の
内
、
三
三
世
帯
が
、
小
船
・
丸
頭
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を
は
じ
め
と
し
た
小
型
船
舶
を
所
有
し
た
。
こ
れ
は
、
福
江
藩
内
の
地
百
姓
・
浜
百
姓
・
竃
百
姓
ら
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
傾
向
で

あ
り
、
居
付
百
姓
ら
の
際
だ
っ
た
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。（

（（
（

元
来
、
外
海
に
お
い
て
、
生
活
の
た
め
の
危
険
な
漁
労
が
強
い
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
五
島
列
島
の
海
辺
に
移
住
し
た
百
姓
に
と
っ
て
、
各
世
帯
の
小
型
船
舶
は
、
生
業
手
段
の
一
つ
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
た
。
ま
た
、
複
数
の
島
嶼
か
ら
成
る
日
島
掛
で
は
、
島
嶼
間
の
移
動
手
段
と
し
て
も
、
当
然
、
機
能
し
た
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
榊
ノ
浦
に
お
け
る
家
主
半
蔵
の
帆
船
（
二
反
帆
）
所
有
で
あ
る
。
同
人
は
、
大
村
領
三
重
村
の
出
生
で
あ
り
、

文
政
四
年
後
に
渡
航
。
榊
ノ
浦
内
の
月
ノ
浦
へ
と
居
付
い
た
。
月
ノ
浦
は
、
文
政
四
年
以
後
、
三
重
村
か
ら
の
移
住
者
が
集
住
し

た
地
区
で
あ
る
。
半
蔵
は
、
息
子
三
蔵
ら
と
と
も
に
渡
海
・
移
住
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

る
が
、
そ
の
際
、
こ
う
し
た
帆
船
が
用
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
。
ま
た
、
半
蔵
の
帆
船
の

往
復
に
よ
っ
て
、
三
重
村
か
ら
月
ノ
浦
へ
の
組
織
的
な
移
住
が
実
現
し
た
の
か
ど
う
か
。

三
重
村
は
第
1
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
小
型
帆
船
の
所
有
に
特
徴
が
あ
る
外
海
の
村

で
あ
り
、
外
海
か
ら
五
島
へ
の
移
住
手
段
に
つ
い
て
、
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

日
島
掛
の
人
別
改
帳
の
分
析
よ
り
、
移
住
に
関
す
る
福
江
掛
と
の
共
通
点
と
相
違
点

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
即
ち
、
外
海
か
ら
の
移
住
は
、
五
島
各
地
の
同
郷
者
が
集
住
す

る
地
区
へ
と
移
住
し
居
付
く
、
あ
る
い
は
、
同
郷
者
同
士
で
移
住
し
居
付
く
、
と
い
う

傾
向
が
顕
著
に
存
在
し
た
。
ま
た
、
居
付
百
姓
の
出
生
地
は
、
両
掛
と
も
に
神
浦
村
出

生
者
が
、
他
の
外
海
の
村
浦
に
比
し
て
圧
倒
的
に
多
く
、
日
島
掛
有
福
で
は
、
ま
さ
に

「
神
浦
居
付
」
と
い
う
集
住
形
態
が
み
ら
れ
た
。
相
違
点
は
、
日
島
掛
の
場
合
、
文
政

表８　大村領からの居付百姓の人口と牛・船数（慶応 3年）

村浦名 人　口
内　　訳

牛 船
内　　　訳

男 女 小船 丸頭 帆船

日 島 20 10 10 1 1

漁生浦 14 8 6 2 2

有 福 141 72 69 4 13 11 2

間 伏 60 37 23 2 4 3 1

榊ノ浦 101 50 51 1 13 11 1 1

小　計 336 177 159 7 33 28 4 1

注）「人附居着地百姓帳　日之嶋掛」（青方14-181）より作成。 
但し、牛の単位は疋。船の単位は艘。 
榊ノ浦における帆船所有者は、半蔵で、二枚帆。



五
四

四
年
以
降
の
大
村
領
か
ら
の
移
住
・
居
付
が
多
数
を
占
め
た
が
、
福
江
掛
の
場
合
は
、
文
政
四
年
以
降
の
大
村
領
か
ら
の
移
住
が
ほ

ぼ
終
焉
し
、
居
付
社
会
が
成
熟
へ
と
向
か
っ
た
点
で
あ
る
。

　

３
・
４　

福
江
領
の
居
付
社
会

　

福
江
島
の
居
付
社
会　

福
江
島
の
福
江
掛
で
は
、
文
政
四
年
以
前
、
寛
政
八
年
〜
同
九
年
頃
を
画
期
と
す
る
大
村
領
か
ら
の
継
起

的
な
移
住
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
百
姓
は
、
出
生
地
毎
に
、
特
定
の
地
区
に
集
住
す
る
傾
向
が
看
守
さ
れ
る
と
同
時
に
、
享
和
三

年
の
牧
野
郷
出
生
者
の
半
泊
集
住
、
文
化
一
〇
年
の
神
浦
村
出
生
者
の
浜
頭
集
住
な
ど
、
移
住
時
期
と
移
住
地
毎
に
つ
い
て
も
、
明

確
な
画
期
が
存
在
し
た
。
居
付
先
遣
者
に
よ
る
慫
慂
と
出
生
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
萌
芽
・
形
成
も
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

逆
に
、
慶
応
三
年
の
人
別
改
帳
で
は
、
文
政
四
年
以
降
、
大
村
領
か
ら
の
移
住
が
二
軒
に
留
ま
っ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
福
江

掛
に
限
れ
ば
、
文
政
四
年
を
区
切
り
と
し
て
、
大
村
領
か
ら
の
直
接
移
住
は
ほ
ぼ
終
息
し
た
と
言
え
、
そ
の
後
、
居
付
百
姓
数
は
、

福
江
掛
内
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
倍
増
と
い
え
る
増
加
を
遂
げ
た
。
牛
馬
・
小
型
船
舶
の
所
有
率
の
高
さ
か
ら
も
、
居
付
社
会
の
成
熟
が

窺
え
る
。

　

こ
う
し
た
大
村
居
付
百
姓
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
福
江
島
の
居
付
社
会
の
人
口
と
耕
作
地
拡
大
の
様
相
に
つ
い
て
、
関
連
す
る

事
例
を
岐
宿
村
と
玉
ノ
浦
掛
か
ら
示
し
た
い
。
な
お
、
岐
宿
村
の
事
例
は
、
五
社
神
社
文
書
に
収
め
ら
れ
た
天
保
六
（
一
八
三
五
）

年
の
「
地
押
野
畠
帳
」（

（（
（

の
分
析
に
も
と
づ
く
。
即
ち
、
表
9
に
示
し
た
通
り
、
岐
宿
村
の
居
付
百
姓
で
あ
る
喜
蔵
（
二
九
筆
）・
藤

兵
衛
（
二
五
筆
）・
勇
吉
（
七
筆
）・
福
右
衛
門
（
七
筆
）・
竹
蔵
（
三
筆
）
ら
が
、
複
数
の
畠
作
地
を
名
請
し
て
い
る
様
子
が
復
元

で
き
た
。
中
で
も
喜
蔵
は
、「
道
之
浦
」・「
西
津
」
と
い
う
字
を
中
心
と
し
て
、
単
記
で
一
丁
歩
を
超
え
る
広
大
な
畠
地
を
名
請
け

し
て
い
た
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
喜
蔵
は
、
既
存
の
耕
作
地
を
名
請
け
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、「
折
尾
之
上
」
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五島灘・角力灘海域を舞台とした 18 〜19 世紀における潜伏キリシタンの移住について

に
て
四
畝
余
の
「
享
和
改
」
畠
地
の
開
作
人
と
し
て
も
記
載
が
あ
る
。
彼

ら
居
付
百
姓
が
、
大
村
領
か
ら
の
居
付
百
姓
と
の
査
証
は
な
い
が
、
岐
宿

は
、
明
治
五
年
の
調
査
で
三
八
〇
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
確
認
さ
れ
た

福
江
藩
の
中
で
も
比
較
的
大
村
領
か
ら
の
居
付
が
多
い
と
推
定
さ
れ
る
地

域
で
あ
る
。（

（（
（

こ
う
し
た
地
域
に
あ
っ
た
居
付
百
姓
が
、
広
大
な
畑
地
を

名
請
し
、
さ
ら
に
は
実
際
の
新
畠
開
発
を
行
っ
て
い
た
具
体
的
な
様
相
が
、

藩
の
文
書
（
検
地
帳
）
か
ら
判
明
し
た
。

　

ま
た
既
に
内
藤
氏
に
よ
っ
て
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、（

（（
（

大
村
居
付
百

姓
人
口
の
推
移
に
つ
い
て
、
玉
ノ
浦
掛
を
例
示
し
て
み
た
い
。
慶
応
三
年

の
「
玉
之
浦
掛　

人
附
都
合
増
減
目
録
」
に
は
、
人
・
午
・
馬
・
船
の
高

に
つ
い
て
、「
文
政
改
高
」
の
数
値
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
推
移
を

辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
高
の
場
合
は
、「
侍
帳
」
以
下
「
大
村
居
付
地

百
姓
帳
」
ま
で
一
三
種
類
の
人
別
改
帳
の
人
高
推
移
が
判
明
す
る
。
玉
ノ

浦
掛
の
家
数
は
、
文
政
四
年
か
ら
慶
応
三
年
の
間
に
六
五
軒
の
増
加
が
あ

り
、
同
様
に
掛
内
の
人
口
数
は
、
わ
ず
か
八
人
の
増
加
が
あ
っ
た
に
過
ぎ

な
い
。
一
方
、
同
掛
内
の
大
村
居
付
百
姓
の
増
加
は
顕
著
と
い
う
他
な
い
。

家
数
で
一
一
軒
か
ら
三
八
軒
へ
と
二
七
軒
、
人
口
に
お
い
て
は
五
五
人
か

ら
二
二
九
人
へ
と
一
七
四
人
も
の
増
加
を
み
た
。
福
江
掛
の
事
例
の
よ
う

表９　岐宿村居付の名請筆数・畝数（天保 6）

名請人 筆　数 畝数小計
主な字名・筆数・畝数

字　名 筆数 字名毎の畝数

喜 蔵
29筆

（内勇吉と
連名1筆）

魚津ヶ崎 2筆 9 畝 13 歩

1 丁 4 反 3 畝 0 歩 西 津 6筆 6 畝 18 歩

道 之 浦 10筆 5 反 8 畝 3 歩

藤 兵 衛 25筆

八 幡 田 4筆 9 畝 24 歩

7 反 2 畝 3 歩 道 之 浦 7筆 8 畝 15 歩

山 川 10筆 3 反 6 畝 18 歩

勇 吉 7筆
（内連名1筆） 3 反 0 畝 21 歩

山 川 6筆 2 反 8 畝 9 歩

八 幡 田 1筆 2 畝 12 歩

福右衛門 7筆
（内連名1筆） 3 反 3 畝 21 歩

山 川 5筆 2 反 5 畝 6 歩

深 六 畑 2筆 8 畝 16 歩

竹 蔵 3筆 3 畝 27 歩 よ し づ 3筆 3 畝 27 歩

注）「岐宿村　地押野畠帳」（五社神社文書・五島市観光歴史資料館寄託）より作成。



五
六

に
、
外
部
か
ら
の
新
規
移
住
が
終
息
し
た
後
の
人
口
増
加
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
福
江
掛
・
玉
ノ
浦
掛
の
事
例
か
ら
、
福
江

島
の
居
付
社
会
の
人
口
増
加
の
速
度
は
、
在
来
の
福
江
藩
領
民
と
比
較
し
た
場
合
、
急
速
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
文
政
四

年
以
降
の
居
付
社
会
の
拡
大
と
成
熟
は
、
福
江
島
、
ひ
い
て
は
五
島
福
江
領
に
お
け
る
一
般
的
な
動
向
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
第
1
章
（
も
し
く
は
第
2
章
も
含
め
て
）
の
分
析
を
あ
わ
せ
る
と
、
大
村
領
や
外
海
で
起
き
て
い
た
人
口
増
大
の
現
象
が
、

五
島
各
所
の
居
付
社
会
に
お
い
て
現
れ
て
い
た
と
に
な
る
。
移
住
協
定
前
、
寛
政
五
年
五
月
二
一
日
に
報
告
さ
れ
た
福
江
領
の
人
口

総
数
は
、
二
万
九
四
五
四
。（

（（
（

第
1
章
で
示
し
た
天
保
一
〇
年
五
月
の
総
数
が
三
万
五
三
八
三
人
と
、
四
六
年
間
に
、
福
江
領
全
体
で

五
九
二
九
人
の
増
加
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
領
内
人
口
増
加
の
背
景
に
、
大
村
領
外
海
か
ら
の
移
住
と
、
福
江
領
に
お
け
る
居
付
社

会
の
拡
大
・
成
熟
が
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

居
付
百
姓
の
新
地
開
発　

本
節
の
最
後
に
、
大
村
領
居
付
百

姓
と
福
江
藩
領
内
の
新
地
開
発
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
き
た

い
。「
享
保
六
丑
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
新
地
改
高
」（
青
方

14 -347

）
に
よ
り
作
成
し
た
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
次
の

デ
ー
タ
を
示
す
（
表
10
）。（

（（
（

新
地
高
の
記
載
が
あ
る
一
二
ヶ

所
の
村
浦
は
、
寛
政
末
年
よ
り
大
村
領
か
ら
の
移
住
者
が
居

付
い
た
土
地
と
想
定
し
て
よ
い
。
福
江
藩
領
全
体
の
新
地
石

高
四
一
九
石
余
に
占
め
る
居
付
が
関
わ
っ
た
新
地
石
高
は

二
五
石
余
と
、
そ
の
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
と
り
わ

表 10　居付百姓に関わる新地高（享和 3～文化 3）
単位：石

島　名 村　名 石　高 割合＊1）

福江島

戸岐居付 0.5920 2.3%

半泊居付 1.3893 5.4%

樫之浦居付 0.0660 0.3%

久賀島 大開居付分 10.9910 42.8%

奈留島

奈留村居付 8.0838 31.5%

船廻村居付分 1.3476 5.3%

大串村居付分 0.1570 0.6%

若松島 若松居付分 0.2180 0.8%

中通島

宿之浦居付四ヶ三領 0.2825 1.1%

荒川村居付四ヶ三領 0.3810 1.5%

日之嶋村居付分 0.8322 3.2%

太田村口々居付分 1.3220 5.2%

A　小　計 25.6624 100%

B　享和3～文化3の総新地高 419.5346 

C　Bに占めるAの割合 6.1%

注）「享保六丑年より文化三寅年迄新地改高」（青方文庫14-347）
より、居付に関わる部分を抜粋して作成。

＊1）「割合」は、Aに占める各地居付の新地高の割合。
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け
、
久
賀
大
開
と
奈
留
村
の
両
所
に
お
け
る
居
付
ら
の
新
地
開
拓
は
顕
著
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
割
合
こ
そ
少
な
い
が
、
居
付
い

て
か
ら
一
〇
ヶ
年
目
以
内
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
、
居
付
は
、
短
期
間
の
内
に
二
五
石
余
の
開
発
を
成
し
遂
げ
た
。
天
保
六

年
の
岐
宿
村
の
事
例
で
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
の
耕
地
を
居
付
が
新
た
に
名
請
す
る
場
合
も
あ
り
、
こ
う
し
た
名
請
地
は
、
恐
ら
く

新
地
高
と
し
て
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
表
10
に
示
し
た
新
地
高
以
外
に
、
居
付
が
名
請
し
た
耕
地
も
存
在
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ

る
。
大
村
居
付
百
姓
ら
が
果
た
し
た
五
島
の
島
嶼
開
発
に
お
け
る
社
会
経
済
史
的
な
意
義
は
、
百
姓
以
外
の
捕
鯨
業
者
・
専
門
職
人

と
い
っ
た
居
付
者
ら
と
と
も
に
積
極
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
農
村
に
お
け
る
居
付
百
姓
人
口
の
増
加
は
、

百
姓
の
人
別
単
位
で
賦
課
さ
れ
る
役
目
銀
の
増
収
（
但
し
、
居
付
百
姓
へ
の
賦
課
率
は
、
他
の
地
百
姓
よ
り
若
干
低
い
）（

（（
（

と
夫
役
負

担
者
の
創
出
と
い
う
側
面
に
お
い
て
、
藩
の
財
政
運
用
に
具
体
的
な
効
用
を
及
ぼ
し
た
点
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

４　

お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
一
八
世
紀
〜
一
九
世
紀
に
展
開
し
た
外
海
を
淵
源
と
す
る
平
戸
・
五
島
方
面
へ
の
移
住
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
藩

政
文
書
に
よ
り
つ
つ
、
そ
の
実
態
の
復
元
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
移
住
の
大
き
な
背
景
と
し
て
、
外
海
に
お
け
る
人
口
の
問
題
が

浮
か
び
上
が
っ
た
。
な
ぜ
、
大
村
藩
領
の
中
で
も
外
海
に
お
い
て
特
段
の
人
口
増
加
が
生
じ
た
の
か
。
こ
う
し
た
要
因
の
説
明
に
は
、

や
は
り
、
間
引
き
を
厭
う
外
海
の
人
々
の
内
面
的
な
問
題
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
通
俗
的
な
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
に
関
す
る
説
明
以
上
に
、
浄
土
真
宗
が
間
引
き
を
禁
止
し
て
い
た
点
が
む
し
ろ
重
要
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
い
。
限
ら
れ

た
記
述
で
は
あ
る
が
、
外
海
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
浄
土
真
宗
と
そ
の
寺
院
が
勢
力
を
拡
大
し
た
。
即
ち
、

外
海
の
百
姓
は
、
そ
の
信
仰
が
カ
ト
リ
ッ
ク
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
浄
土
真
宗
で
あ
ろ
う
が
、
お
し
な
べ
て
一
般
的
に
間
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引
き
を
忌
避
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
大
村
藩
領
、
就
中
、
外
海
全
体
の
人
口
増
加
と
い
っ
た
観
点
か
ら
説
明
で
き
る
。
よ
っ

て
、
外
海
か
ら
の
移
住
者
が
居
付
い
た
五
島
の
各
所
に
お
い
て
も
、
同
じ
理
由
か
ら
居
付
社
会
は
そ
の
人
口
を
拡
大
さ
せ
た
。
移
住

が
事
実
上
終
息
し
た
後
に
人
口
の
倍
増
を
遂
げ
た
福
江
掛
の
大
村
居
付
百
姓
の
事
例
に
は
、
こ
う
し
た
点
が
極
め
て
よ
く
示
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
大
村
領
か
ら
平
戸
下
方
筋
へ
の
渡
航
・
滞
留
に
つ
い
て
は
、
寛
政
八
年
、
大
村
藩
が
分
家
を
抑
制
す
る
政
策
を
強
く
打
ち

出
し
、
こ
の
時
、
藩
の
法
令
解
釈
を
巡
っ
て
、
村
浦
社
会
と
行
政
が
混
乱
し
た
こ
と
が
主
原
因
で
あ
る
。
五
島
福
江
領
へ
の
移
住
に

つ
い
て
は
、
安
永
元
年
、
三
井
楽
の
事
例
が
藩
の
記
録
に
よ
る
初
見
で
あ
り
、
そ
の
居
付
百
姓
は
、
安
永
五
年
の
人
別
改
に
よ
っ
て

掌
握
さ
れ
た
。
以
後
、
百
姓
役
目
の
徴
収
、
夫
役
の
賦
課
を
念
頭
に
、
大
村
居
付
百
姓
は
、
藩
に
よ
っ
て
、
出
生
地
な
ど
が
人
別
改

帳
に
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
人
別
改
帳
を
用
い
た
福
江
掛
の
事
例
か
ら
、
寛
政
九
年
の
移
住
協
定
が
、
五
島
方
面
へ
の
移
住
が

本
格
的
に
始
ま
る
画
期
で
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
同
様
に
日
島
掛
の
分
析
と
の
対
照
か
ら
、
文
政
期
を
前
後
と
し
て
、
そ
の
後
の
移

住
の
様
相
に
、
掛
毎
の
相
違
が
あ
り
、
就
中
、
福
江
掛
で
は
、
大
村
領
か
ら
の
移
住
が
事
実
上
終
焉
し
た
後
、
居
付
社
会
が
成
熟
を

遂
げ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
た
。
さ
ら
に
は
、
大
村
領
か
ら
の
移
住
者
は
、
福
江
掛
・
日
島
掛
に
お
い
て
、
神
浦
村
出
生
者
が
多
数
を

占
め
て
い
た
こ
と
な
ど
も
確
認
で
き
た
。

　

具
体
的
な
移
住
者
数
に
つ
い
て
は
、
寛
政
末
年
か
ら
安
政
三
年
頃
ま
で
、
神
浦
村
か
ら
の
移
住
者
数
累
計
五
〇
〇
人
と
い
う
数
値

が
目
安
で
あ
ろ
う
。
明
治
五
年
、
福
江
藩
は
、
一
五
〇
〇
人
に
及
ぶ
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
、
奥
浦
・
岐
宿
・
三
井
楽
・
久
賀
・
宿
ノ

浦
・
岩
瀬
浦
・
日
島
と
い
う
近
世
期
か
ら
大
村
領
か
ら
の
居
付
百
姓
が
い
た
各
所
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。（

（（
（

こ
う

し
た
大
雑
把
な
比
較
に
よ
っ
て
、
百
姓
と
し
て
移
住
し
て
き
た
外
海
出
身
者
の
中
に
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り（

（（
（

、

五
島
各
所
の
居
付
社
会
が
急
速
に
成
熟
す
る
中
で
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
口
数
も
飛
躍
的
に
増
加
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。



五
九

五島灘・角力灘海域を舞台とした 18 〜19 世紀における潜伏キリシタンの移住について

　

ま
た
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
、
三
重
村
か
ら
日
島
へ
と
居
付
い
た
百
姓
三
世
帯
が
、
明
治
以
降
、
全
て
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
と
入

信
し
た
。
日
島
で
は
、
大
村
居
付
百
姓
ら
の
カ
ト
リ
ッ
ク
入
信
は
限
定
的
で
、
こ
の
三
世
帯
の
他
に
一
世
帯
の
わ
ず
か
四
世
帯
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。（

（（
（

こ
の
場
合
、「
浦
上
崩
れ
」
を
避
け
る
た
め
の
亡
命
的
な
移
住
と
目
さ
れ
る
。
外
海
か
ら
の
移
住
は
、
本
論
が
明
ら

か
に
し
た
よ
う
に
、
経
済
的
な
事
情
に
よ
る
移
住
が
あ
く
ま
で
基
調
で
あ
り
、
幕
末
期
に
は
、
弾
圧
か
ら
の
亡
命
目
的
の
移
住
も
発

生
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
政
四
年
の
段
階
か
ら
居
付
社
会
が
成
熟
へ
と
向
か
っ
た
福
江
掛
（
奥
浦
）
は
、
約
五
〇
〇

人
に
及
ぶ
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
が
い
た
（
岐
宿
・
久
賀
・
岩
瀬
浦
が
こ
れ
に
次
い
で
多
い
）。（

（（
（

一
方
、
日
島
は
、
慶
応
三
年
の
段
階
で
、

七
〇
世
帯
・
三
三
六
人
の
大
村
居
付
百
姓
を
擁
し
て
い
た
が
、
明
治
初
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
（
前
述
の
通
り
、
三
世
帯
二
五
人
）

は
、
福
江
島
な
ど
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
少
な
い
。
五
島
各
所
の
居
付
社
会
の
形
成
過
程
や
成
熟
度
合
と
い
っ
た
点
も
、
幕
末
か
ら

明
治
初
期
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
入
信
の
動
向
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

【
注
】

（
1
）		

五
島
キ
リ
シ
タ
ン
史　

仙
台
司
教
出
版
部
・
一
九
五
一
年
一
二
月
（
国
書
刊
行
会
・
一
九
七
三
年
四
月
復
刊
）、
八
七
〜
九
一
頁
。

（
2
）		

国
書
刊
行
会
・
一
九
七
三
年
八
月
。
青
方
文
庫
（
現
在
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）
な
ど
未
刊
史
料
を
多
数
引
用
し
、
こ
れ
を
編
年
で
集
大
成
し

た
同
書
は
、
そ
の
後
の
五
島
の
歴
史
研
究
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
文
献
の
一
つ
と
な
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
多
く
の
示
唆
を
同
書
よ
り
得
た
。

（
3
）		

長
崎
県
教
育
委
員
会
編
・
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
三
年
一
二
月
。

（
4
）		

関
係
す
る
自
治
体
史
は
多
く
、
全
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
稿
と
の
関
連
で
は
、『
外
海
町
誌
』（
外
海
町
編
・
外
海
町
役
場
・

一
九
七
四
年
一
〇
月
）、『
若
松
町
誌
』（
若
松
町
教
育
委
員
会
編
・
若
松
町
役
場
・
一
九
八
〇
年
三
月
）
の
記
述
が
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

（
5
）		

『
五
島
列
島
の
キ
リ
ス
ト
教
系
家
族
』・
弘
文
堂
・
一
九
七
九
年
二
月
、
二
四
〜
二
七
頁
。

（
6
）		

『
キ
リ
シ
タ
ン
農
民
の
生
活
』・
葦
書
房
・
一
九
八
五
年
一
二
月
。

（
7
）		

『
自
己
像
の
選
択　

五
島
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
の
集
団
改
宗
』
の
特
に
第
一
章
第
二
節
「
藩
政
の
衰
退
と
大
村
藩
か
ら
の
百
姓
移
住
政
策
」（
国
際
基
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督
教
大
学
比
較
文
化
研
究
会
・
一
九
九
九
年
四
月
）、
一
八
〜
二
三
頁
。

（
8
）		

原
本
は
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
。
引
用
は
、
藤
野
保
編
『
大
村
郷
村
記
』
全
六
冊
（
国
書
刊
行
会
・
一
九
八
二
年
〜
六
月
）
に
よ
っ
た
。

（
9
）		
原
本
は
、
大
村
史
料
館
蔵
。
本
稿
で
は
、
大
村
史
談
会
編
『
九
葉
実
録
』
全
四
冊
・
別
冊
（
一
九
九
四
年
七
月
〜
一
九
九
七
年
三
月
）
を
原
則
と
し

て
用
い
た
。
特
に
断
り
が
な
い
場
合
は
、
同
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

（
10
）		

原
本
は
、
大
村
史
料
館
蔵
。
本
稿
に
関
す
る
巻
は
、
原
本
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
藤
野
保
・
清
水
紘
一
編
『
大
村
見
聞
集
』（
高
科
書
店
・

一
九
九
四
年
二
月
）
の
頁
数
を
併
せ
て
示
し
た
。

（
11
）		

明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
一
〇
月
一
一
日
、
長
崎
奉
行
黒
川
正
直
は
、
大
村
領
郡
村
矢
次
の
兵
作
逮
捕
を
大
村
藩
家
老
中
へ
通
知
。
こ
れ
を
切
っ
掛

け
と
し
て
、
総
計
六
〇
〇
人
余
に
も
及
ぶ
大
量
の
キ
リ
シ
タ
ン
検
挙
事
件
が
起
き
た
（「
見
聞
集
」
巻
三
九
・
刊
本
六
二
〇
頁
、『
九
葉
実
録
』
明
暦
三

年
一
〇
月
一
一
日
条
）。

（
12
）		

関
連
す
る
箇
所
を
抜
粋
す
る
と
、「
然
に
其
比
外
海
筋
に
切
支
丹
宗
門
発
起
す
る
に
よ
り
、
其
穿
鑿
の
為
に
、
寛
永
年
中
七
ツ
釜
に
一
寺
を
建
立
し
」

（『
郷
村
記
』
第
五
巻
、
四
一
五
〜
四
一
六
頁
）
と
あ
る
。

（
13
）		

同
様
に
、「
慶
長
の
比
当
領
内
耶
蘇
宗
門
禁
止
の
砌
、
宗
斎
ト
云
僧
当
村
ニ
来
り
草
菴
を
結
ひ
」（『
同
前
』
第
六
巻
、
二
二
八
頁
）
と
あ
る
。

（
14
）		

「
見
聞
集
」
巻
四
二
、
刊
本
六
九
九
〜
七
〇
〇
頁
。

（
15
）		

『
郷
村
記
』
第
一
巻
、
二
五
八
〜
二
六
〇
頁
。

（
16
）		

『
郷
村
記
』
第
一
巻
、
二
六
〇
〜
二
六
一
頁
。

（
17
）		

例
え
ば
、
有
元
正
雄
『
真
宗
社
会
史
の
構
想
│
真
宗
門
徒
の
信
仰
と
生
活
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
七
年
一
一
月
）、
七
四
〜
八
九
頁
な
ど
。

（
18
）		

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
・
庶
務
課
史
誌
掛
事
務
簿
・
一
般13-24-1

。「
民
俗
」
の
部
の
冒
頭
に
、「
明
治
元
年
三
月
二
日
、
藩
庁
を
定
る
に
及
て

従
来
の
民
俗
を
察
し
方
に
随
ひ
政
を
施
す
」
と
あ
る
。
記
事
は
、
明
治
元
年
三
月
二
日
頃
の
成
立
と
思
わ
れ
、
描
写
さ
れ
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
藩
政

の
参
考
と
さ
れ
た
。
内
容
は
、
い
わ
ば
大
村
藩
当
局
の
公
式
な
見
解
で
も
あ
っ
た
。

（
19
）		

『
郷
村
記
』
第
六
巻
の
嘉
喜
浦
村
に
収
録
さ
れ
た
「
家
船
之
事
附
由
緒
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
家
船
は
往
古
よ
り
領
内
に
あ
り
、
住
人
は
常
に
船
に
居

住
し
た
。
漁
業
を
以
て
生
業
と
な
し
、
家
船
同
志
以
外
で
は
婚
姻
関
係
は
結
ば
な
い
集
団
と
あ
る
（
三
一
〇
〜
三
一
一
頁
）。

（
20
）		

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
・
庶
務
課
史
誌
係
事
務
簿
・
一
般13-24-2

。
明
治
元
年
か
ら
明
治
四
年
の
記
事
が
あ
る
。

（
21
）		

「
明
治
六
年
深
堀
領
異
宗
探
索
報
告
書
」（
原
題
を
欠
く
た
め
、
仮
題
を
付
し
た
）
は
、「
長
崎
近
郷
諸
嶋
切
支
丹
ノ
蔓
延
ハ
三
重
村
ヲ
根
源
ト
ス
、
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三
重
村
ハ
旧
大
村
領
佐
賀
領
犬
牙
相
接
シ
、
旧
大
村
領
ハ
旧
来
宗
門
厳
禁
ナ
ル
故
、
踏
絵
ノ
期
ニ
至
リ
邪
徒
脱
走
シ
テ
平
戸
・
五
嶋
ニ
逃
ル
、
所
謂
居

付
ト
称
ス
ル
者
ナ
リ
、
当
時
平
戸
・
五
嶋
ノ
邪
ヲ
信
ス
ル
ハ
皆
其
ノ
子
孫
ナ
リ
」（「
耶
蘇
教
諜
者
各
地
探
索
報
告
書
」
早
稲
田
大
学
・
大
隈
関
係
文

書
・
請
求
記
号
イ14 a4154

）
と
記
し
て
い
る
。
即
ち
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
一
一
月
六
日
よ
り
起
こ
っ
た
伊
万
里
県
異
宗
徒
の
佐
賀
移
送
事

件
（
伊
万
里
県
事
件
）
を
念
頭
に
、
伊
王
島
（
旧
深
堀
鍋
島
領
）
な
ど
長
崎
近
郷
諸
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
外
海
の
三
重
村
（
旧
大
村
領
と
旧
深
堀
鍋

島
領
が
混
在
）
を
根
元
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
旧
大
村
領
内
の
厳
格
な
宗
門
改
を
忌
避
し
た
大
村
領
に
属
す
る
三
重
村
か
ら
の
移
住
者
が
、
平
戸
・
五

島
に
て
「
居
付
」
と
し
て
定
着
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。
ま
さ
し
く
典
型
的
な
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
に
底
通
す
る
報
告
で
あ
り
、
当
時
の
福
江

藩
・
長
崎
府
・
中
央
政
府
関
係
者
ら
の
共
通
し
た
見
方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
22
）		

「
御
領
分
中
御
物
成
高
并
家
数
人
高
扣
」（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）

（
23
）		

「
公
私
袖
珍
手
鑑
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
青
方
文
庫
・
青
方13-26

）。
以
下
、
青
方
文
庫
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
史
料
番
号
で
明
示
す
る
。

（
24
）		

「
増
補
継
志
系
図
」（
青
方13-12
）
寛
政
九
年
一
一
月
二
八
日
条
。

（
25
）		

『
郷
村
記
』
第
六
巻
、
七
三
〜
七
四
頁
。

（
26
）		

『
郷
村
記
』
第
六
巻
、
七
三
頁
・
二
六
〇
頁
・
二
八
五
頁
。
安
政
三
年
当
時
で
、
大
島
の
竈
数
八
五
軒
、
黒
瀬
の
竈
数
六
〇
軒
と
あ
る
。

（
27
）		

『
郷
村
記
』
第
五
巻
、
四
一
九
頁
。

（
28
）		

『
郷
村
記
』
第
六
巻
、
三
三
四
頁
。
な
お
、
松
島
で
は
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
よ
り
石
炭
の
採
掘
が
始
ま
り
、
諸
国
塩
田
の
燃
料
炭
と
し
て
輸
出

さ
れ
た
。
中
絶
期
を
経
て
、
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
に
再
興
。
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
の
石
炭
積
出
高
は
、
六
一
七
八
万
斤
余
。
こ
の
石
炭
を
積

み
出
す
た
め
、
諸
国
の
廻
船
が
頻
繁
に
入
津
し
た
（『
同
書
』、
三
五
九
〜
三
六
〇
頁
）。

（
29
）		

大
村
藩
給
人
井
手
条
右
衛
門
が
残
し
た
「
旅
船
出
入
聞
届
帳
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
井
手
家
文
書
）
の
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
正
月
の
帳

簿
（
井
手14-9-3

）
に
よ
れ
ば
、
瀬
戸
浦
へ
と
入
津
し
た
諸
国
旅
船
は
九
〇
艘
に
及
ぶ
。
同
地
に
お
け
る
商
売
品
と
し
て
、
塩
・
素
麺
・
綿
・
鰹
・

塩
鰤
・
種
子
油
・
切
芋
・
杉
板
な
ど
の
移
出
入
が
あ
っ
た
。
な
お
、
切
芋
は
、
前
述
の
如
く
、
救
荒
作
物
と
し
て
外
海
の
人
々
の
生
活
を
支
え
た
が
、

「
切
芋
」
と
い
う
一
商
品
と
し
て
加
工
さ
れ
、
旅
船
へ
と
販
売
さ
れ
て
い
た
。

（
30
）		

こ
う
し
た
見
解
は
、
梅
田
和
郎
・
山
下
二
・
本
馬
貞
夫
「
大
村
藩
の
地
方
支
配
に
つ
い
て
│
「
問
役
」
を
中
心
と
し
て
」（『
大
村
史
談
会
』
第
五
一

号
・
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
を
参
考
と
し
た
。

（
31
）		

井
手
家
文
書14-36

。
井
手
条
右
衛
門
は
、
神
浦
村
（
嘉
永
四
・
一
八
五
一
年
）・
瀬
戸
村
（
文
久
二
・
一
八
六
二
年
〜
慶
応
二
・
一
八
六
六
年
）
な
ど
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を
勤
務
地
と
し
て
転
任
し
た
。
瀬
戸
村
赴
任
前
の
万
延
元
年
当
時
の
勤
務
地
は
現
在
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
だ
が
、
当
該
文
書
が
示
す
船
舶
と
の
取

引
場
所
は
、
記
載
内
容
な
ど
を
考
慮
し
て
、
外
海
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
32
）		
福
江
藩
家
老
青
方
運
善
は
、
天
保
三
年
一
一
月
二
一
日
、
長
崎
か
ら
有
川
へ
の
帰
路
、
こ
の
航
路
を
使
っ
た
（「
有
川
組
方
并
長
崎
出
張
公
私
諸
覚

日
録
」
青
方13-51

）。
即
ち
、
松
島
か
ら
鯛
ノ
浦
へ
と
船
で
渡
り
、
鯛
ノ
浦
か
ら
有
川
ま
で
は
陸
路
を
使
っ
た
。

（
33
）		

『
郷
村
記
』
第
六
巻
、
七
三
頁
。

（
34
）		

江
戸
幕
府
は
、
そ
の
理
由
を
芋
の
存
在
に
求
め
た
（『
九
葉
実
録
』
第
二
冊
、
四
三
〜
四
四
頁
）。
即
ち
、「
去
年
以
来
、
右
芋
ニ
而
飢
人
等
も
無
之

様
ニ
相
聞
居
候
様
子
」（「
見
聞
集
」
巻
五
九
所
収
「
江
戸
え
琉
球
芋
被
為
差
登
候
事
」、
刊
本
九
九
三
〜
九
九
五
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、
享
保
一
八

（
一
七
三
三
）
年
、
大
岡
忠
相
の
用
人
山
本
左
右
太
の
要
請
に
も
と
づ
き
、
同
年
二
月
五
日
、
芋
三
〇
〇
斤
が
江
戸
へ
と
送
ら
れ
た
。

（
35
）		

『
九
葉
実
録
』
第
二
冊
、
一
四
五
頁
。

（
36
）		

『
九
葉
実
録
』
第
二
冊
、
二
〇
二
頁
。

（
37
）		

『
九
葉
実
録
』
第
二
冊
、
三
四
四
〜
三
四
五
頁
。
但
し
、
こ
の
法
令
部
分
の
引
用
は
大
村
史
料
館
所
蔵
の
原
本
に
よ
っ
た
。

（
38
）		

寛
政
元
年
一
二
月
朔
日
付
「
四
民
え
之
御
教
諭
」
に
よ
れ
ば
、
大
村
藩
領
の
百
姓
は
、
両
親
の
介
護
・
介
抱
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

三
〇
歳
以
下
の
妻
帯
が
兼
ね
て
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
た
（『
長
崎
県
史　

史
料
編　

第
二
』・
吉
川
弘
文
館
・
一
九
六
四
年
三
月
、
九
三
頁
）。

（
39
）		

藩
は
、
百
姓
の
田
畑
は
惣
領
に
の
み
相
続
す
る
よ
う
、
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
の
「
諸
村
制
法
」
で
定
め
た
（『
長
崎
県
史　

第
二
冊
』
大
村
藩
、

七
〇
頁
）。

（
40
）		

『
九
葉
実
録
』
第
二
冊
、
三
七
五
〜
三
七
六
頁
。

（
41
）		

「
当
職
日
記
」（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）。

（
42
）		

正
式
な
手
続
き
で
、
大
村
領
か
ら
五
島
福
江
領
へ
と
移
住
し
た
百
姓
は
、
大
村
領
の
村
横
目
が
発
給
し
た
「
修
切
手
」（
往
来
手
形
）
を
持
参
し
た

（
浦
川
和
三
郎
前
掲
書
、
八
八
頁
）。

（
43
）		

「
当
職
日
記
」
寛
政
一
一
年
五
月
六
日
条
・
五
月
八
日
条
・
六
月
一
八
日
条
・
六
月
二
九
日
条
。
但
し
、
対
談
の
内
容
に
つ
い
て
、「
当
職
日
記
」
が

記
す
と
こ
ろ
は
乏
し
い
。

（
44
）		

「
当
職
日
記
」
寛
政
一
一
年
六
月
二
九
日
条
。

（
45
）		

「
御
意
済
帳
」（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）
寛
政
一
一
年
八
月
一
五
日
条
。
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五島灘・角力灘海域を舞台とした 18 〜19 世紀における潜伏キリシタンの移住について

（
46
）		

「
当
職
日
記
」
七
月
朔
日
条
。

（
47
）		
「
御
家
世
伝
草
稿
」（
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
）
巻
五
五
。
但
し
、
家
中
屋
敷
地
・
永
代
荒
地
に
つ
い
て
は
、
代
地
を
見
立
て
開
発
す
る
こ
と
も
同
時
に

触
れ
ら
れ
た
。

（
48
）		
「
御
家
世
伝
草
稿
」
巻
四
七
。

（
49
）		

「
御
家
世
伝
草
稿
」
巻
四
七
所
収
の
安
永
八
年
正
月
二
九
日
付
桑
田
与
五
右
衛
門
・
志
佐
岡
右
衛
門
・
鳥
飼
六
郎
太
夫
・
森
川
弥
兵
衛
・
安
見
勝
右

衛
門
よ
り
花
房
多
兵
衛
宛
の
達
。

（
50
）		

な
お
、
平
戸
藩
臣
西
家
と
黒
島
の
関
係
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
た
「
西
家
旧
記
集
」（
佐
世
保
市
立
図
書
館
所
蔵
・
複
写
本
）
に
は
、「
天
明
巳
年
、

西
家
譜
代
二
十
八
戸
之
外
ニ
黒
嶋
え
佐
賀
領
・
大
村
領
之
者
百
六
戸
御
許
可
を
得
て
転
住
せ
し
年
号
并
ニ
其
頃
の
振
合
等
不
相
知
」、
さ
ら
に
、「
天
明

巳
年
は
静
山
公
御
代
に
て
五
年
乙
巳
也
、
其
頃
御
日
記
ニ
不
相
見
」
と
記
さ
れ
る
。
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
の
佐
賀
・
大
村
領
か
ら
の
移
住
に
つ
い

て
は
、「
御
家
世
伝
草
稿
」
を
は
じ
め
、
平
戸
藩
の
記
録
か
ら
は
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
51
）		

「
御
家
世
伝
草
稿
」
巻
五
五
。

（
52
）		

「
御
家
世
伝
草
稿
」
巻
五
五
。

（
53
）		

「
御
家
世
伝
草
稿
」
巻
五
五
。
褥
崎
牧
場
の
見
積
も
り
総
面
積
は
二
六
七
間
。
普
請
に
必
要
な
総
人
夫
二
〇
三
八
人
（
人
件
費
銀
二
貫
四
四
五
匁
六

分
）
と
い
う
規
模
で
あ
る
。

（
54
）		

「
御
家
世
伝
草
稿
」
巻
七
八
。

（
55
）		

「
御
家
世
伝
草
稿
」
巻
七
八
。

（
56
）		

「
御
家
世
伝
草
稿
」
巻
六
七
。

（
57
）		

梵
鐘
銘
の
作
者
は
「
葉
起
宗
比
丘
」、
梵
鐘
の
鋳
物
師
は
谷
口
弥
右
衛
門
敏
興
。
梵
鐘
奉
納
者
に
は
、
郡
代
伊
嶋
忠
兵
衛
、
代
官
坂
本
猪
右
衛
門
、

締
役
平
山
要
助
、
作
目
附
宝
亀
権
治
良
、
朷
頭
民
八
と
い
っ
た
藩
・
村
方
の
役
人
の
他
、
現
住
仏
山
祖
門
叟
講
頭
松
本
建
蔵
・
勝
右
衛
門
・
幸
助
、
西

蓮
九
世
雲
山
海
和
尚
世
話
永
田
繁
八
・
次
藤
助
治
良
・
万
助
・
幾
三
良
・
利
助
・
常
蔵
・
椋
三
郎
・
青
崎
弁
治
良
・
永
富
伝
治
良
・
松
尾
文
吉
・
重
村

市
太
夫
。
そ
の
他
、
相
神
浦
郷
中
・
高
嶋
中
・
九
艘
泊
中
が
確
認
で
き
る
。
大
村
領
と
の
関
係
は
検
出
で
き
な
い
が
、
黒
島
近
領
の
相
浦
・
高
島
等
か

ら
の
入
植
と
の
関
係
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
58
）		

『
小
値
賀
町
郷
土
誌
』・
小
値
賀
町
教
育
委
員
会
・
一
九
七
八
年
三
月
、
四
九
四
頁
。
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（
59
）		

こ
の
他
、
人
数
の
記
載
は
な
い
が
、
柴
山
村
一
戸
、
下
寺
村
七
戸
、
神
崎
村
九
戸
、
褥
村
一
七
戸
と
い
っ
た
田
平
・
鹿
町
・
小
佐
々
方
面
の
各
村
の

数
値
が
あ
る
。

（
60
）		
「
明
治
六
年
平
戸
島
異
宗
徒
調
査
報
告
書
」（「
耶
蘇
教
諜
者
各
地
探
索
報
告
書
」
所
収
）
但
し
、
文
書
名
は
、
原
題
を
欠
く
た
め
、
仮
題
で
あ
る
。

（
61
）		
同
報
告
書
に
、「
当
地
異
宗
徒
ハ
多
ク
五
嶋
・
大
村
・
浦
上
辺
ヨ
リ
来
リ
居
付
候
者
」
と
あ
る
点
か
ら
も
、
こ
う
し
た
推
測
は
支
持
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。

（
62
）		

「
耶
蘇
教
諜
者
各
地
探
索
報
告
書
」
所
収
。

（
63
）		

「
耶
蘇
教
諜
者
各
地
探
索
報
告
書
」
所
収
。

（
64
）		

「
律
令
採
要
」
巻
四
（
青
方14-28-5

）。
な
お
、『
長
崎
県
史　

史
料
編
第
二
』
五
島
藩
（487

〜488 

頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
65
）		

『
五
島
編
年
史　

下
巻
』、
七
二
三
頁
。

（
66
）		

福
江
藩
が
実
施
し
た
人
別
改
は
、「
改
様
之
事
、
庄
屋
・
小
頭
其
次
百
姓
共
壱
軒
宛
拾
五
才
ゟ
六
拾
才
迄
之
男
之
分
ハ
不
残
召
出
、
人
相
致
見
分
」

（「
就
人
別
改
御
領
分
中
廻
勤
日
記
并
行
事
」・
青
方14-52

・
安
永
四
年
一
〇
月
二
四
日
条
）
と
、
峻
精
が
具
体
的
な
実
施
内
容
を
記
し
て
い
る
よ
う

に
、
一
五
歳
か
ら
六
〇
歳
の
男
子
に
つ
い
て
は
、
役
目
銀
賦
課
・
算
出
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
個
々
人
の
直
接
把
握
が
と
も
な
う
厳
格
な
も
の

で
あ
っ
た
。

（
67
）		

「
鶚
山
君
御
自
筆
御
日
記
」（
青
方14-53
）、「
増
補
継
志
系
図　

天
」（
青
方13-12

）。
鶚
山
は
、
青
方
運
善
の
父
繁
治
の
こ
と
。
運
善
は
、
繁
治

の
遺
業
を
継
い
で
「
増
補
継
志
系
図
」
を
編
纂
し
た
。
そ
の
際
、
繁
治
が
遺
し
た
記
録
類
も
参
照
さ
れ
て
お
り
、
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同

内
容
の
記
録
が
両
者
の
文
書
に
あ
る
。
な
お
、「
増
補
継
志
系
図
」
は
、
天
・
地
・
人
の
三
巻
よ
り
構
成
さ
れ
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
成
っ
た
。

内
容
は
、
系
図
と
い
う
標
題
な
が
ら
、
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
、
藩
主
五
島
盛
道
改
名
よ
り
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
年
の
盛
繁
致
仕
ま
で
の
藩
主

を
中
心
と
し
た
藩
政
の
詳
細
が
収
録
さ
れ
る
。
編
纂
の
意
図
目
的
な
ど
は
、
天
の
巻
の
自
序
・
凡
例
に
詳
し
い
。

（
68
）		

「
鶚
山
君
御
自
筆
御
日
記
書
抜
」、「
増
補
継
志
系
図　

天
」。

（
69
）		

「
増
補
継
志
系
図　

天
」。

（
70
）		

『
同
書　

下
巻
』、
七
二
三
頁
。

（
71
）		

才
津
久
兵
衛
は
、
福
江
町
の
旅
人
取
次
役
を
勤
め
て
い
た
（「
増
補
継
志
系
図　

天
」
享
和
二
年
七
月
晦
日
条
）。

（
72
）		

「
鶚
山
君
御
自
筆
御
日
記
書
抜
」。
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（
73
）		

「
鶚
山
君
御
自
筆
御
日
記
書
抜
」、「
増
補
継
志
系
図　

天
」。
引
用
は
前
者
。
こ
う
し
た
両
藩
の
移
住
を
め
ぐ
る
協
議
の
舞
台
と
し
て
、
長
崎
蔵
屋
敷

が
活
用
さ
れ
て
い
た
点
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

（
74
）		
「
公
譜
別
録
拾
遺
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
福
田
文
庫
）。
な
お
、
こ
の
書
物
は
、
天
保
一
一
（
一
八
四
〇
）
年
の
成
立
。
引
用
書
目
に
、「
此
書

ハ
青
方
弥
五
左
衛
門
繁
治
致
仕
の
後
、
盛
道
公
・
盛
運
公
御
平
生
の
御
行
状
を
書
き
奉
る
も
の
也
」
と
添
え
ら
れ
た
「
青
方
鶚
山
二
公
遺
事
」
が
あ
る
。

定
吉
は
、「
公
譜
別
録
拾
遺
」
編
纂
に
あ
た
り
、
青
方
家
繁
治
が
編
ん
だ
記
録
を
参
照
し
た
。

（
75
）		

こ
の
後
で
あ
れ
ば
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
四
月
三
日
、
大
村
領
七
津
浦
の
男
女
一
五
人
が
岩
瀬
浦
へ
居
付
い
た
事
例
が
あ
る
（「
盛
繁
公
御
一

代　

御
日
記
抜
書　

巻
二
」
青
方14-62-1-1

）。

（
76
）		

享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
以
降
、
約
半
世
紀
に
一
度
の
間
隔
で
、
藩
家
老
ら
を
廻
在
さ
せ
て
実
施
さ
れ
た
人
別
改
に
も
と
づ
き
作
成
さ
れ
た
各
種
の

人
別
改
帳
を
指
す
。

（
77
）		

「
文
政
四
年
巳
九
月　

有
川
掛
人
附
都
合
増
減
目
録
」（
青
方14-204-1

）、「
慶
応
三
年
丁
卯　

玉
之
浦
掛
人
附
都
合
増
減
目
録
」（
青
方14-204-

2

）。

（
78
）		

そ
の
他
の
人
別
改
帳
は
、
以
下
の
通
り
。
即
ち
、「
社
人
帳
」・「
足
軽
・
又
者
帳
」・「
船
頭
帳
」・「
小
人
帳
」・「
被
官
帳
」・「
御
蔵
入
地
百
姓
帳
」・

「
給
地
百
姓
帳
」・「
竈
百
姓
帳
」・「
浜
百
姓
帳
」・「
町
人
町
」・「
職
人
帳
」・「
無
足
帳
」・「
丸
木
帳
」・「
大
村
居
付
地
百
姓
帳
」・「
大
村
居
付
御
蔵
入

地
百
姓
帳
」・「
大
村
居
付
御
納
戸
百
姓
帳
」
で
あ
る
。

（
79
）		

福
江
藩
の
百
姓
に
は
、
主
た
る
生
業
の
違
い
に
よ
っ
て
地
百
姓
・
浜
百
姓
・
竈
百
姓
の
三
区
分
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
地
百
姓
が
、
私
領
或
い
は
蔵
入

地
と
い
っ
た
支
配
体
系
の
違
い
に
よ
っ
て
、
地
百
姓
・
蔵
入
地
百
姓
・
納
戸
百
姓
の
三
種
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
付
の
藤
原

友
衛
「
観
業
余
録
」（
青
方14-30

）
に
よ
れ
ば
、
浜
百
姓
は
、「
漁
事
を
家
業
と
し
て
、
水
主
役
を
勤
、
海
国
重
な
る
御
手
当
と
な
る
者
と
も
に
て
候
」、

竈
百
姓
は
、「
山
働
を
家
業
と
致
居
候
、
往
古
は
塩
竈
を
炊
き
営
み
」
と
あ
る
（
原
文
の
片
仮
名
は
、
平
仮
名
に
よ
り
表
記
し
た
）。

（
80
）		

福
江
藩
家
老
の
文
書
に
、
多
数
の
人
別
改
帳
が
伝
来
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
家
老
の
青
方
家
が
、
峻
精
（
安
永
五
年
）・
繁
治
（
文
政
四
年
）
の

両
代
、
人
附
改
御
用
の
責
任
者
を
務
め
て
お
り
、
領
内
村
浦
の
巡
廻
に
あ
た
っ
て
、
藩
庁
に
あ
っ
た
従
前
の
関
連
諸
記
録
類
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ

て
写
本
等
を
作
っ
て
い
た
こ
と
。
ま
た
、
藩
庁
へ
と
保
管
さ
れ
る
原
本
を
調
製
す
る
際
の
案
文
や
控
を
青
方
家
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
そ
の
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
81
）		

現
在
、
原
本
の
確
認
は
出
来
て
お
ら
ず
、
今
回
は
、
五
島
市
観
光
歴
史
資
料
館
所
蔵
の
複
写
本
に
よ
っ
た
。
複
写
本
に
よ
る
限
り
、
原
表
紙
を
欠
く
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な
ど
破
損
箇
所
が
著
し
く
、
判
読
不
可
能
な
部
分
も
多
い
。
ま
た
既
に
同
館
に
よ
り
翻
刻
（
未
刊
）
も
な
さ
れ
て
お
り
、
両
者
を
対
照
し
つ
つ
分
析
を

行
っ
た
。
五
社
神
社
文
書
の
人
別
改
帳
の
年
次
は
、
同
館
が
比
定
し
た
文
政
四
年
に
随
い
た
い
。
後
述
の
慶
応
三
年
の
人
別
改
帳
と
の
記
載
内
容
と
の

対
応
状
況
か
ら
み
て
も
、
文
政
四
年
の
比
定
は
支
持
で
き
、
文
政
四
年
の
人
別
改
帳
も
、
居
付
納
戸
百
姓
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。

（
82
）		
高
山
久
明
「
櫓
漕
ぎ
和
船
漁
舟
の
船
型
調
査
と
運
動
性
能
に
関
す
る
研
究
」（『
長
崎
大
学
水
産
学
部
研
究
報
告
』V

ol.82

・
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に

よ
り
、
こ
こ
で
は
、
丸
頭
を
有
海
船
の
系
列
に
属
す
る
定
置
網
漁
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
た
小
型
船
舶
と
し
て
考
え
る
。

（
83
）		

な
お
、
墨
書
さ
れ
た
原
文
書
に
は
、
朱
書
き
に
よ
る
修
正
・
訂
正
が
複
雑
に
な
さ
れ
て
お
り
、
判
読
・
理
解
に
困
難
が
と
も
な
う
。
だ
が
、
多
く
の

場
合
、
朱
書
訂
正
の
内
容
を
勘
案
し
て
も
、
墨
書
の
記
載
に
誤
記
が
な
い
も
の
と
判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
情
報
が
豊
か
な
墨
書
の

情
報
を
も
と
に
各
項
目
の
情
報
を
記
し
た
。
但
し
、
付
紙
な
ど
を
用
い
た
明
確
な
修
正
に
つ
い
て
は
、
そ
の
修
正
に
従
っ
た
。

（
84
）		

『
郷
村
記
』
第
六
巻
、
七
三
頁
。

（
85
）		

慶
応
三
年
「
玉
之
浦
掛　

人
附
都
合
増
減
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
地
百
姓
・
浜
百
姓
・
竃
百
姓
の
内
、
小
型
船
舶
を
所
有
・
所
持
す
る
の
は
、
浜
百
姓

（
小
船
二
艘
・
丸
頭
二
艘
）
と
大
村
居
付
地
百
姓
（
丸
頭
九
艘
・
伝
間
三
艘
）
で
あ
り
、
海
運
・
漁
業
を
生
業
と
し
た
浜
百
姓
よ
り
大
村
居
付
地
百
姓

の
船
舶
所
有
数
が
高
い
。

（
86
）		

五
島
市
観
光
歴
史
資
料
館
寄
託
文
書
。
こ
こ
で
も
同
様
に
、
同
館
所
蔵
の
複
写
本
に
よ
っ
た
。

（
87
）		

「
異
宗
徒
人
口
戸
数
并
死
生
出
奔
調
目
録　

福
江
藩
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
・
一
般11-40-1

）。
福
江
掛
の
奥
浦
が
四
七
九
人
で
最
大
で
あ
り
、

岐
宿
は
こ
れ
に
次
ぐ
人
数
で
あ
る
。

（
88
）		

内
藤
莞
爾
前
掲
書
、
三
〇
〜
三
二
頁
。

（
89
）		

「
鶚
山
君
御
自
筆
御
日
記
書
抜
」。

（
90
）		

こ
の
表
に
つ
い
て
も
類
似
の
表
を
既
に
内
藤
氏
が
作
成
し
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
書
、
二
六
頁
）。
本
論
で
は
、
青
方
文
庫
の
原
本
を
も
と
に
作
成
を

行
っ
た
。

（
91
）		

慶
応
三
年
「
玉
之
浦
掛　

人
附
都
合
増
減
目
録
」
に
記
載
さ
れ
た
「
本
百
姓
」
数
と
「
役
目
銀
」
の
銀
高
と
の
相
関
に
よ
る
。
各
世
帯
の
一
五
歳
〜

六
〇
歳
ま
で
の
男
子
を
も
と
に
仮
想
の
「
本
百
姓
」
数
が
算
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
基
準
に
役
目
銀
が
賦
課
さ
れ
る
が
、
本
百
姓
数
の
合
算
の
仕
方
が
、

他
の
地
百
姓
と
比
較
し
て
、
緩
や
か
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

（
92
）		

「
異
宗
徒
人
口
戸
数
并
死
生
出
奔
調
目
録　

福
江
藩
」。



六
七

五島灘・角力灘海域を舞台とした 18 〜19 世紀における潜伏キリシタンの移住について

（
93
）		

こ
の
点
を
明
確
に
示
す
史
料
は
、
当
然
な
が
ら
乏
し
い
。「
見
聞
集
」
が
収
録
し
た
「
外
目
（
海
）
沖
之
島
邪
宗
方
口
書
」（「
見
聞
集
」
巻
四
三
、

刊
本
七
一
二
〜
七
一
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
福
江
領
頭
ヶ
島
と
近
距
離
に
あ
る
外
海
平
島
か
ら
神
浦
村
に
か
け
て
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
と
推
断
さ
れ
る
集

団
の
存
在
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
口
書
の
年
次
が
未
詳
な
の
で
、
今
後
、
検
討
を
深
め
た
い
。
な
お
、
口
書
に
収
録
さ
れ
た
「
我
等
ガ
イ
レ
ウ
ス
サ
ン

タ
ク
ル
ス
ノ
御
印
ヲ
以
」
で
始
ま
る
「
死
人
其
外
唱
様
」
の
オ
ラ
シ
ョ
が
、
久
野
桂
一
郎
訳
・
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
マ
ル
ナ
ス
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
復

活
史
』（
み
す
ず
書
房
・
一
九
八
五
年
五
月
、
二
五
六
頁
）
に
記
載
さ
れ
た
黒
崎
木
綿
商
マ
テ
オ
が
悪
魔
祓
い
の
儀
式
と
し
て
宣
教
師
に
語
っ
た
オ
ラ

シ
ョ
と
同
文
で
あ
る
（
小
田
孝
太
郎
氏
の
教
示
に
よ
っ
た
）。

（
94
）		

明
治
五
年
二
月
「
異
宗
人
員
調　

日
之
嶋
掛
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
・
一
般11-50-1

）。
日
島
村
内
異
宗
徒
と
し
て
、
仁
七
・
弥
蔵
・
多
十

の
三
世
帯
計
二
五
人
の
名
前
が
あ
る
。

（
95
）		

「
異
宗
徒
人
口
戸
数
并
死
生
出
奔
調
目
録　

福
江
藩
」。

【
付
記
】
本
稿
は
、
長
崎
県
が
主
催
し
た
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
世
界
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
密
か
な
継
承
」

（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
八
日
・
於
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
）
の
予
稿
集
掲
載
の
原
稿
を
加
筆
・
訂
正
し
て
作
成
し
た
。
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
五

島
市
観
光
歴
史
資
料
館
・
松
浦
史
料
博
物
館
・
大
村
史
料
館
・
武
雄
市
立
図
書
館
歴
史
資
料
館
を
始
め
、
本
件
に
関
わ
る
調
査
研
究
に
御
協
力
を
賜
り

ま
し
た
方
々
に
、
末
尾
な
が
ら
心
よ
り
の
感
謝
を
表
し
ま
す
。




